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一
　
解
題

　

九
州
産
業
大
学
図
書
館
蔵
『
奈
良
絵
本　

竹
と
り
翁
物
語
』（
以
下
、
九
産

大
本
と
略
称
す
る
）
の
［
書
誌
］
と
［
本
文
］
に
つ
い
て
、
論
述
す
る
こ
と
に

す
る
。

　

先
ず
、
九
産
大
本
の
［
書
誌
］
に
つ
い
て
記
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

横
本
（
中
型
）
の
写
本
、
二
帖
。
大
き
さ
は
一
八
・
五
×
二
三
・
五
糎
で
、
列

帖
装
。
寛
永
頃
の
書
写
で
、
上
巻
十
一
図
、
下
巻
八
図
の
計
十
九
図
の
図
絵
を

貼
付
す
る
（
下
巻
第
24
丁
表
の
白
紙
は
、
第
23
丁
裏
の
本
文
が
三
行
書
写
（
非

散
ら
し
書
き
）
さ
れ
た
後
、
十
二
行
分
空
白
な
の
で
、
図
絵
が
剝
離
さ
れ
た
も

の
欤
。
と
す
れ
ば
、
下
巻
は
本
来
九
図
で
、
計
二
十
図
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
）。
表
紙
は
紺
色
の
地
で
、
上
下
部
に
銀
切
箔
を
散
ら
し
、
中
央
部
に
金
泥

で
草
花
（
下
巻
は
葡
萄
）
を
描
く
そ
の
上
下
に
、
銀
泥
で
棚
引
く
霞
を
描
く
。

表
表
紙
の
中
央
に
、
朱
色
の
地
に
金
泥
で
雲
を
描
く
題
簽
を
貼
り
、
外
題
は

「
竹
と
り
翁
物
語　

上
（
下
）」
と
墨
書
す
る
。
内
題
は
「
竹
取
翁
物
語
（
下
）」。

見
返
し
は
銀
箔
で
、
蔓
草
と
丸
紋
の
浮
き
彫
り
文
様
。
斐
紙
の
本
文
料
紙
に
金

泥
で
草
花
、
銀
泥
で
流
水
や
波
、
藤
の
花
房
や
枝
垂
桜
の
花
弁
等
を
描
く
と
と

も
に
、
一
部
緑
で
彩
色
す
る
。
遊
紙
は
、
巻
首
に
上
下
巻
と
も
な
く
、
巻
尾
は

上
巻
に
二
丁
あ
る
も
、
下
巻
に
は
な
い
。
墨
付
き
は
上
巻
三
〇
丁
、
下
巻
二
六

丁
。
本
文
は
一
面
十
五
行
書
き
。
図
絵
の
直
前
の
丁
の
書
写
本
文
は
、
第
２
・

13
図
の
二
図
の
み
散
ら
し
書
き
と
な
っ
て
お
り
、
直
前
本
文
に
空
白
行
の
な
い

第
８
・
９
・
12
・
15
・
19
図
の
五
図
を
除
く
、
図
絵
空
白
丁
を
含
め
た
十
三
図

の
直
前
は
、
空
白
行
は
あ
る
も
の
の
、
散
ら
し
書
き
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ

の
こ
と
は
、
直
前
本
文
が
散
ら
し
書
き
で
書
写
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
化
す
る
以

前
の
、
過
渡
期
の
書
写
形
態
を
留
め
て
い
る
証
左
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
九
産
大
本
の
［
本
文
］
は
、
如
何
な
る
伝
本
を
親
本
に
し
て
書
写
さ

れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
た
い
。

　

親
本
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

　
　

 
本
文
を
中
田
剛
直
著
『
竹
取
物
語
の
研
究
校
異
篇

解
説
篇

』
と
比
較
す
る
に
、
底
本

で
あ
る
「
古
活
字
版
十
行
甲
本
」
に
近
似
し
、
異
同
を
見
る
と
「
同
十
一

行
乙
本
」
に
よ
り
近
い
よ
う
で
あ
る
が
、
他
の
異
同
も
処
々
に
見
ら
れ
精

査
が
俟
た
れ
る（

１
）。（

52
頁
）

【
論
文
】九

州
産
業
大
学
図
書
館
蔵
『
奈
良
絵
本 

竹
と
り
翁
物
語
』
―
解
題
と
翻
刻
―
（
上
）

宮　

﨑　

裕　

子　
　

曽　

根　

誠　
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こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
依
拠
し
た
親
本
は
、
古
活
字
10
行
甲
本
と
同
11
行

乙
本
の
何
れ
で
あ
る
の
か
を
、
論
ず
る
こ
と
に
し
、
10
行
甲
本
は
国
会
図
書
館

本（
２
）、

11
行
乙
本
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
（
九
一
三
・
三
一
／
イ
七
、

新
宮
春
三
氏
・
岡
田
真
之
氏
旧
蔵
）
に
拠
る
こ
と
に
す
る
。

　

先
ず
、
九
産
大
本
の
本
文
と
、
古
活
字
本
の
嚆
矢
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

10
行
甲
本
の
本
文
が
一
致
し
、
10
行
甲
本
を
新
た
に
組
み
直
し
た
再
版
本
と
考

え
ら
れ
て
い
る
11
行
乙
本（

３
）と
相
違
す
る
事
例
は
、
五
例
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

九
産
大
本
と
11
行
乙
本
の
本
文
が
一
致
し
、
10
行
甲
本
と
相
違
す
る
事
例
は
、

三
一
例
あ
り
、
数
量
的
に
い
え
ば
、
九
産
大
本
が
依
拠
し
た
親
本
は
、
11
行
乙

本
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
が
立
ち
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
九
産
大
本
と
11
行
乙
本
が
一
致
し
、
10
行
甲
本
と
相
違
す
る
三
一

例
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
上
段
本
文
は
九
産
大
本
を
掲
げ
て
、
異

同
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
括
弧
内
に
九
産
大
本
／
11
行
乙
本
の
丁
数
・
表
裏
の

別
・
行
数
を
示
し
、
11
行
乙
本
の
表
記
が
異
な
る
場
合
は
そ
れ
を
記
し
た
。
下

段
は
、
上
段
の
傍
線
部
と
対
応
す
る
10
行
甲
本
本
文
と
、
丁
数
・
表
裏
の
別
・

行
数
を
示
し
た
）。

　

尚
、
本
文
の
引
用
に
際
し
て
、
異
体
字
は
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
（
以
下

同
じ
）。

① 

う
つ
く
し
き
事
か
き
り
も
な
し
（
上
１
裏
３
／
11
乙
１
裏
１
）
―
―
×

（
１
裏
３
）

② 

見
つ
け
て
の
ち
に
た
け
を
と
る
に
（
上
１
裏
６
／
11
乙
１
裏
３
）
―
―

×
（
１
裏
５
）

③ 

よ
こ
と
に
×
か
ね
の
あ
る
た
け
を
（
上
１
裏
７
／
11
乙
１
裏
４
）
―
―

×
（
１
裏
６
）

④ 

翁
の
申
さ
ん
事
は
聞
給
ひ
て
ん
や
（
上
６
裏
11
／
11
乙
３
裏
10
）
―
―

×
（
４
裏
５
）

⑤ 

か
く
や
姫
の
い
は
く
よ
く
も
あ
ら
ぬ
か
た
ち
を
（
上
７
表
15
／
11
乙
４

裏
１
）
―
―
×
（
５
表
10
）

⑥ 

日
く
る
ゝ
ほ
と
れ
い
の
人
あ
つ
ま
り
ぬ
（
上
８
表
６
／
11
乙
５
表
４
）

―
―
×
（
６
表
６
）

⑦ 

か
く
や
姫
な
に
か
か
た
か
ら
ん
と
（
上
10
表
３
／
11
乙
６
表
５
）
―
―

×
（
７
裏
２
）

⑧ 

光
を
た
に
も
や
と
さ
ま
し
×
（
上
11
表
３
／
11
乙
７
表
５
）
―
―
を
（
８

裏
５
）

⑨ 

を
く
ら
×
山
に
て
な
に
も
と
め
け
ん
（
上
11
表
４
／
11
乙
７
表
６
）
―

―
の
（
８
裏
６
）

⑩ 

た
く
み
ら
を
入
給
ひ
つ
ゝ
（
上
12
裏
５
／
11
乙
８
表
５
）
―
―
×
（
９

裏
９
）

⑪ 

お
は
し
た
り
と
い
へ
は
お
き
な
あ
ひ
奉
る
（
上
13
表
10
／
11
乙
８
裏
７
）

―
―
×
×
×
（
10
裏
５
）

⑫ 
あ
る
時
に
は
い
は
ん
か
た
な
く
む
く
つ
け
ゝ
な
る
も
の
（
上
14
裏
14
／
11

乙
10
表
11
）
―
―
×
（
12
裏
７
）

⑬ 

年
こ
ろ
見
え
給
は
さ
り
け
る
也
×
×
（
上
19
表
５
／
11
乙
14
表
４
）
―

―
け
り
（
17
表
10
）
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⑭ 

こ
れ
を
な
ん
玉
さ
か
な
る
と
は
い
ひ
は
し
め
け
る
（
上
19
表
５
／
11
乙

14
表
４
）
―
―
×
（
17
裏
１
）

⑮ 
小
野
の
ふ
さ
も
り
ま
う
て
き
て
（
上
20
裏
６
／
11
乙
14
裏
７
）
―
―
×

（
18
表
８
）

⑯ 

馬
を
も
ち
て
は
し
ら
せ
む
か
へ
さ
せ
給
ふ
（
上
20
裏
９
／
11
乙
14
裏
９
）

―
―
ん
（
18
表
10
）

⑰ 

か
く
や
姫
の
彼
衣
を
見
て
い
は
く
（
上
22
表
３
／
11
乙
16
表
３
）
―
―

か
は
（
20
表
３
）

⑱ 

大
臣
こ
た
へ
て
云
此
か
は
ゝ
も
ろ
こ
し
に
も
（
上
22
裏
９
／
11
乙
16
裏

７
）
―
―
い
は
く
（
20
裏
10
）

⑲ 

い
は
ん
や
龍
の
く
ひ
の
玉
は
い
か
ゝ
と
ら
ん
（
上
24
表
９
／
11
乙
17
裏

８
）
―
―
に
（
22
表
６
）

⑳ 

あ
る
か
き
り
取
出
し
て
そ
へ
て
つ
か
は
す
（
上
24
裏
11
／
11
乙
18
表
９
）

―
―
出
（
23
表
１
）

㉑ 

舟
人
こ
た
へ
て
云
あ
や
し
き
事
か
な
（
上
26
表
10
／
11
乙
19
表
８
）
―

―
い
は
く
（
24
表
７
）

㉒ 

な
に
の
用
に
か
あ
ら
ん
と
申
（
下
１
表
５
／
11
乙
22
裏
３
）
―
―
し

（
28
裏
３
）

㉓ 

屋
の
む
ね
に
つ
ゝ
の
あ
な
こ
と
に
（
下
１
表
14
／
11
乙
22
裏
９
）
―
―

く
（
29
表
１
）

㉔ 

と
書
は
つ
る
よ
り
た
え
入
給
ひ
ぬ
（
下
５
裏
９
／
11
乙
26
表
11
）
―
―

―
―
×
×
（
33
裏
６
）

㉕ 

む
な
し
く
な
し
て
×
こ
そ
あ
れ
（
下
10
表
７
／
11
乙
28
裏
９
）
―
―
し

（
36
裏
８
）

㉖ 

ふ
と
み
ゆ
き
し
て
×
×
×
×
御
覧
せ
ら
れ
な
ん
（
下
10
裏
12
／
11
乙
29
表

11
）
―
―
御
覧
せ
ん
（
37
裏
４
）

㉗ 

な
を
出
お
は
し
ま
さ
ん
と
て
御
こ
し
を
（
下
11
表
12
／
11
乙
29
裏
10
）
―

―
い
て
（
38
表
６
）

㉘ 

御
心
に
か
ゝ
り
て
た
ゝ
ひ
と
り
す
ま
し
給
ふ
（
下
13
表
３
／
11
乙
31
表

２
）
―
―
み
（
39
裏
４
）

㉙ 

な
た
ね
の
お
ほ
き
さ
に
お
は
せ
し
を
（
下
15
表
５
／
11
乙
33
表
２
）
―

―
を
（
42
表
７
）

㉚ 

彼
国
の
人
／
＼
は
み
な
あ
き
な
ん
と
す
（
下
18
表
２
／
11
乙
35
表
４

「
々
」）
―
―
こ
（
45
表
３
）

㉛ 

え
た
ゝ
か
ひ
と
め
す
成
ぬ
る
事
こ
ま
／
＼
と
そ
う
す
（
下
24
裏
10
／
11
乙

39
裏
７
）
―
―
×
（
51
表
３
）

　

右
の
異
同
で
、
先
ず
注
意
さ
れ
る
の
は
、
10
行
甲
本
が
組
版
時
の
錯
誤
に

よ
っ
て
脱
字
し
た
文
字
を
補
っ
た
事
例
で
あ
り
、
⑦
「
か
く
や
姫
」
と
⑩
「
た

く
み
」
の
二
例
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
準
ず
る
事
例
と
し
て
、
10
行
甲
本
の
表
記
を
改
め
て
適
切
な
表
現
や

理
解
し
易
い
表
現
に
し
た
五
例
が
あ
り
、
⑯
動
詞
「
む
か
へ
」（
迎
へ
）
は
、「
ん
」

と
い
う
撥
音
表
記
が
係
助
詞
「
な
む
」
や
、
助
動
詞
「
む
」「
ら
む
」「
け
む
」

に
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
自
立
語
に
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、「
は
し
ら
せ
ん
。

か
へ
さ
せ
」
と
誤
読
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す
べ
く
、
表
記
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
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う
。
⑲
格
助
詞
「
の
」
は
、「
く
ひ
に
た
ま
」
の
表
現
が
不
自
然
で
あ
る
た
め
、

㉒
代
名
詞
「
な
に
」（
何
）
も
、「
な
し
の
用
」
の
表
現
が
不
自
然
で
あ
る
た
め

に
、
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
㉓
名
詞
「
つ
ゝ
」（
筒
）
は
、
燕
が
巣
を
作
る
場

所
と
し
て
、「
つ
く
の
あ
な
」
の
「
つ
く
」（
柱
）
と
い
う
語
に
、
馴
染
み
が
な

か
っ
た
こ
と
と
、
直
後
の
「
あ
な
」
と
の
関
連
及
び
、「
く
」
と
踊
り
字
「
ゝ
」

の
字
形
の
類
似
が
相
俟
っ
て
、「
つ
ゝ
」
と
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
意
改

本
文
に
な
っ
て
い
る
。
㉙
格
助
詞
「
お
ほ
き
さ
に
お
は
せ
し
」
は
、
強
意
の
間

投
助
詞
「
を
」
を
、
平
易
な
表
現
に
改
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
10
行
甲
本
に
文
字
を
補
っ
て
異
な
る
意
味
の
語
に
変
更
し
た
事
例

に
、
贋
の
語
源
譚
で
あ
る
⑭
形
容
動
詞
「
玉
さ
か
な
る
」（「
偶
な
る
」
と
「
魂

悪
な
る
」）
が
あ
り
、
庫
持
皇
子
が
恥
じ
て
独
り
深
山
に
入
っ
て
出
家
し
、
長

年
姿
を
現
さ
な
か
っ
た
直
前
の
叙
述
と
の
関
連
を
勘
案
し
て
、「
玉
さ
か
×
る
」

（「
魂
離
る
」
と
「
魂
避
る
」）
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
内
で
有
益
な
事
例
は
、
㉓
㉙
を
除
く
六
例
に
留
ま
る
の
だ
が
、
最
も

多
い
事
例
は
、
10
行
甲
本
に
助
詞
や
名
詞
を
補
っ
て
、
理
解
し
易
い
表
現
に
し

た
り
、
強
調
表
現
に
し
た
一
一
例
で
あ
る
。

　

名
詞
を
補
っ
た
三
例
は
、
⑥
「
人
」
と
⑪
「
お
き
な
」
が
主
語
を
補
い
、
㉛

「
事
」
は
目
的
語
を
補
っ
て
、
文
脈
の
理
解
を
容
易
に
し
て
い
る
。
助
詞
を
補
っ

た
八
例
が
、
文
章
の
理
解
を
平
易
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
①
係
助
詞
「
か
き
り

も
な
し
」、
②
格
助
詞
「
た
け
を
と
る
」、
③
格
助
詞
「
×
か
ね
の
あ
る
」、
④

係
助
詞
「
事
は
聞
き
給
ひ
」、
⑤
格
助
詞
「
姫
の
い
は
く
」、
⑫
格
助
詞
「
あ
る

時
に
は
」、
⑮
格
助
詞
「
小
野
の
ふ
さ
も
り
」、
㉔
格
助
詞
「
書
は
つ
る
よ
り
た

え
入
」
の
事
例
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
10
行
甲
本
の
語
を
誤
読
や
思
い
込
み
の
た
め
に
、
別
の
語
に

変
更
し
た
事
例
が
七
例
あ
り
、
⑰
「
彼
衣
」（
代
名
詞+

格
助
詞
）
は
、「
か
は

（
皮
）
き
ぬ
」
を
思
い
込
み
で
錯
誤
し
、
⑱
㉑
動
詞
「
云
」（
い
ふ
）
も
、「
い

は
く
」
を
思
い
込
み
で
錯
誤
し
、
⑳
動
詞
「
出
し
」
は
、「
出
」（
い
で
）
を
「
い

だ
し
」
と
判
読
し
た
事
例
で
あ
る
。
㉗
動
詞
「
出
」（
い
で
）
は
、「
い
て
」（
率

て
）
の
意
味
を
誤
読
し
て
、
文
脈
に
そ
ぐ
わ
な
い
漢
字
を
当
て
、
㉘
動
詞
「
す

ま
し
」
で
は
文
意
が
通
ら
ず
、「
す
み
（
住
）
し
」
を
思
い
込
み
で
誤
り
、
㉚

名
詞
「
人
／
＼
は
」
は
、「
人
こ
は
」
を
踊
り
字
と
誤
読
し
た
事
例
で
あ
る
。

　

ま
た
、
10
行
甲
本
の
助
詞
や
助
動
詞
を
削
除
し
た
事
例
が
四
例
あ
り
、
⑧

「
や
と
さ
ま
し
×
」
は
、
和
歌
の
字
余
り
を
整
序
す
べ
く
間
投
助
詞
「
を
」
を
、

⑨
「
を
く
ら
×
山
に
て
」
も
、
字
余
り
を
考
慮
し
て
格
助
詞
「
の
」
を
削
除
し

た
事
例
で
あ
る
。
⑬
「
さ
り
け
る
也
×
×
」
は
、
近
接
し
て
重
複
す
る
助
動
詞

「
け
り
」
を
削
除
し
、
㉕
「
な
し
て
×
こ
そ
」
も
、
副
助
詞
「
し
」
と
係
助
詞
「
こ

そ
」
に
よ
る
強
意
の
重
複
を
回
避
す
べ
く
、
削
除
し
た
事
例
で
あ
る
。
何
れ
も

平
易
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
元
来
の
本
文
が
有
す
る
個
性
的
な
表
現

が
喪
失
さ
れ
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
に
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

こ
の
他
、
㉖
「
×
×
×
×
」
は
、
直
後
の
本
文
「
御
覧
せ
ら
れ
な
ん
」
に
目

移
り
し
て
、「
御
覧
せ
ん
」
を
脱
文
し
た
事
例
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
九
産
大
本
は
11
行
乙
本
と
三
一
例
が
一
致
し
、
10
行
甲
本

と
は
相
違
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
九
産
大
本
と
10
行
甲
本
が
一

致
し
、
11
行
乙
本
と
相
違
す
る
事
例
が
五
例
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
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と
を
通
し
て
、
九
産
大
本
が
11
行
乙
本
を
親
本
と
し
て
い
る
と
考
え
て
矛
盾
し

な
い
こ
と
を
、
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

尚
、
上
段
本
文
は
九
産
大
本
を
掲
げ
て
、
異
同
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
括
弧

内
に
九
産
大
本
／
10
行
甲
本
の
丁
数
・
表
裏
の
別
・
行
数
を
示
し
、
10
行
甲
本

の
表
記
が
異
な
る
場
合
は
そ
れ
を
記
し
た
。
下
段
は
、
上
段
の
傍
線
部
と
対
応

す
る
11
行
乙
本
本
文
と
、
丁
数
・
表
裏
の
別
・
行
数
を
示
し
た
。

① 

い
と
お
さ
な
け
れ
ば
籠
に
い
れ
て
や
し
な
ふ
（
上
１
裏
３
／
10
甲
１
裏

３
「
こ
」）
―
―
手
箱
（
１
裏
２
）

② 

石
つ
く
り
の
御
子
は
心
の
し
た
く
あ
る
人
に
て
（
上
10
表
14
／
10
甲
７

裏
10
）
―
―
子
御
（
６
裏
１
）

③ 

い
ひ
か
ゝ
つ
ら
い
て
か
へ
り
ぬ
（
上
11
表
11
／
10
甲
９
表
２
）
―
―
く

（
７
裏
１
）

④ 

い
ふ
や
う
誠
×
ほ
う
ら
い
の
木
か
と
こ
そ
思
ひ
つ
れ
（
上
18
表
２
／
10

甲
16
表
３
）
―
―
の
（
13
表
２
）

⑤ 

ま
か
り
あ
り
く
に
、
ま
た
か
ゝ
る
わ
ひ
し
き
め
を
み
す
（
上
26
裏
14
／
10

甲
25
表
３
）
―
―
又
（
19
裏
11
）

　

右
の
11
行
乙
本
の
異
同
の
内
、
②
「
子
御
」
は
、
組
版
時
に
文
字
を
逆
転
さ

せ
た
錯
誤
で
あ
る
。
③
「
か
く
（
閑
久
）」
は
、
二
格
の
木
活
字
で
あ
る
が
、「
い

ひ
か
ゝ
づ
ら
い
て
」
と
い
う
文
脈
か
ら
判
断
し
て
、
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
読

に
基
づ
く
組
版
上
の
錯
誤
で
あ
り
、
⑤
接
続
詞
「
又
」
も
、
文
脈
か
ら
判
断
し

て
副
詞
「
ま
だ
」
で
あ
っ
て
、「
ま
だ
か
ゝ
る
わ
び
し
き
め
を
み
ず
」
と
い
う

10
行
甲
本
本
文
を
、
誤
読
し
て
漢
字
を
当
て
た
事
例
で
あ
り
、
九
産
大
本
は
そ

れ
に
気
付
い
て
、
漢
字
を
平
仮
名
に
開
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
九
産
大
本
の
書
写
者
は
、
異
同
箇
所
の
過
半
の
三
例
で
、
11
行

乙
本
の
錯
誤
を
継
承
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
11
行
乙
本
の
本
文
を

無
批
判
に
転
写
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。

　

11
行
乙
本
の
④
「
誠
の
」
は
、
第
24
丁
裏
３
行
目
に
「
誠
つ
は
く
ら
め
巣

つ
く
れ
り
」
と
あ
り
、
こ
の
箇
所
を
九
産
大
本
は
「
ま
こ
と
」、
10
行
甲
本
も

「
誠
」
と
同
一
で
あ
っ
て
、
違
和
感
の
あ
る
表
現
で
あ
る
た
め
に
、「
の
」
を
削

除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
と
同
様
の
事
例
と
し
て
、
11
行
乙
本
の
①
「
手
箱
」
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。「
手
箱
」
と
「
籠
」
は
、
大
き
く
相
違
し
て
お
り
、
単
純
な
誤
読
・

誤
写
で
は
処
理
で
き
な
い
。
こ
れ
は
⑤
と
同
様
に
、
九
産
大
本
の
書
写
者
が

「
竹
を
と
り
つ
ゝ
よ
ろ
づ
の
事
に
つ
か
ひ
け
り
」「
子
（「
籠
」
と
の
掛
詞
）
に

な
り
給
ふ
べ
き
人
」（
天
理
図
書
館
蔵
11
行
乙
本
は
、
第
１
丁
表
の
本
文
を
欠

脱
し
、
正
保
三
年
刊
整
版
本
で
補
写
し
て
い
る
の
で
、
11
行
乙
本
を
親
本
と
す

る
名
古
屋
大
学
森
本
文
庫
本
本
文
を
引
用
す
る
）
と
い
う
文
脈
を
勘
案
し
て
、

本
文
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
九
産
大
本
の
本
文
が
11
行
乙
本
と
相
違
し
な
が
ら
、
10
行

甲
本
と
一
致
す
る
五
例
は
、
九
産
大
本
の
書
写
者
が
11
行
乙
本
の
本
文
に
疑
問

を
抱
き
、
そ
の
見
識
に
基
づ
い
て
本
文
を
改
め
た
事
例
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
10
行
甲
本
を
親
本
と
し
て
書
写
し
た
結
果
と
し
て
、
一
致
し
た
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
九
産
大
本
が
親
本
と
し
た
伝
本
は
、

古
活
字
11
行
乙
本
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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次
に
、
九
産
大
本
が
親
本
と
し
て
い
る
11
行
乙
本
に
対
す
る
独
自
異
文
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
み
た
い
。

　

独
自
異
文
の
事
例
は
、〈
誤
写
〉
一
六
例
、〈
脱
字
〉
八
例
、〈
脱
文
〉
一
例
、

〈
増
補
〉
四
例
の
合
計
二
九
例
と
な
っ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
順
次
検
討
す
る

こ
と
に
し
、
先
ず
〈
誤
写
〉
の
事
例
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
上
段

本
文
文
は
九
産
大
本
、
傍
線
部
と
対
応
す
る
下
段
の
本
文
は
11
行
乙
本
／
10
行

甲
本
で
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
数
・
表
裏
の
別
・
行
数
を
示
し
た
。
以
下
同
じ
）。

① 

は
ら
た
ゝ
し
き
事
も
や
み
ぬ
み
け
り
（
上
２
裏
14
）
―
―
な
く
さ
（
２

表
２
／
10
甲
２
表
７
）

② 

此
人
／
＼
あ
る
ひ
は
竹
と
り
を
よ
ひ
出
て
（
上
５
表
10
）
―
―
時
（
３

表
11
／
10
甲
４
表
３
）

③ 

か
く
や
姫
返
事し

も
せ
す
成
ぬ
（
上
11
表
10
）
―
―
し
（
７
表
11
／
10
甲

９
表
１
）

④ 

む
か
え
の
人
お
ほ
く
参
り
た
り
（
上
12
裏
15
）
―
―
に
（
８
表
11
／
10

甲
10
表
７
）

⑤ 

風
に
付
て
し
ら
ぬ
国
に
ふ
き
よ
せ
ゝ
れ
て
鬼
の
や
う
な
る
（
上
14
裏
９
）

―
―
ら
（
10
表
８
／
10
甲
12
裏
３
）

⑥ 

か
く
や
姫
の
え
ら
し
給
ふ
へ
き
也
け
り
（
上
17
裏
12
）
―
―
う
（
12
裏

９
／
10
甲
15
裏
８
）

⑦ 

翁
さ
は
か
り
か
さ
ら
ひ
つ
る
か
さ
す
か
に
（
上
18
表
12
）
―
―
た
（
13
表

10
／
10
甲
16
裏
２
）

⑧ 

か
は
き
ぬ
を
こ
れ
は
こ
ん
し
や
う
の
色
也
（
上
21
裏
２
）
―
―
見
（
15

裏
３
／
10
甲
19
表
９
「
み
」）

⑨ 

を
の
／
＼
仰
う
け
給
て
ま
か
り
ぬ
（
上
24
裏
15
）
―
―
承
（
18
表
11
／
10

甲
23
表
４
）

⑩ 

す
ゝ
ろ
な
る
し
に
を
す
へ
か
め
る
とか

な

と
（
上
27
表
５
）
―
―
か
な
（
20

表
５
／
10
甲
25
表
９
）

⑪ 

玉
を
え
と
ら
さ
り
し
か
は
な
ん
殿
へ
も
え
ま
い
ら
さ
り
し
（
上
29
表
13
）

―
―
南
（
21
裏
３
／
10
甲
27
表
７
）

⑫ 

い
そ
の
か
み
の
も
ろ
た
か
の
家
に
つ
か
は
る
ゝ
（
下
１
表
２
）
―
―
ま

（
22
裏
１
／
10
甲
28
裏
１
）

⑬ 

こ
や
す
貝
を
と
ら
ん
よ
う
な
り
と
の
給
ふ
（
下
１
表
８
）
―
―
れ
（
22

裏
４
／
10
甲
28
裏
５
）

⑭ 

さ
ら
に
見
ゆ
へ
きく

も
あ
ら
す
、
む
め
る
子
の
や
う
に
（
下
７
表
９
）
―

―
く
（
27
表
６
／
10
甲
34
裏
６
）

⑮ 

と
あ
り
と
も
か
く
あ
り
共
み
い
の
ち
の
あ
や
う
さ
こ
そ
（
下
10
表
10
）
―

―
ゝ
（
28
裏
11
／
10
甲
37
表
１
）

⑯ 

百
官
人
／
＼
あ
り
し
い
か
め
し
う
つ
か
う
ま
つ
る
（
下
12
表
11
）
―
―
る

（
30
表
７
／
10
甲
38
裏
６
）

　

右
の
事
例
の
内
で
、
11
行
乙
本
の
本
文
を
基
準
と
す
れ
ば
誤
写
な
の
だ
が
、

文
意
か
ら
す
る
と
正
当
な
表
記
に
改
め
た
も
の
と
し
て
、
⑪
「
な
ん
殿
」
一
例

が
あ
る
。
文
末
が
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
で
終
止
し
て
い
る
の
で
、

係
助
詞
「
な
む
」
が
正
し
く
、
龍
の
頸
の
玉
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
従
者
達
は
、

大
伴
御
行
邸
に
参
上
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
邸
内
の
建
物
「
南
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殿
」
に
限
定
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

残
る
一
五
例
は
、
文
意
の
通
る
語
へ
の
置
換
九
例
と
、
誤
読
に
よ
る
文
意
不

通
の
六
例
に
大
別
さ
れ
る
。

　

文
意
の
通
る
語
へ
の
置
換
は
、
思
い
込
み
に
よ
る
誤
写
に
よ
っ
て
生
じ
て
い

る
の
だ
が
、
違
和
感
の
少
な
い
事
例
と
し
て
七
例
が
あ
り
、
②
「
あ
る
ひ
」
は
、

「
或
時
」
を
誤
写
し
、
③
「
返
事し

」
は
、「
返
事
」
と
誤
写
し
た
後
で
錯
誤
に
気

付
き
、
親
本
の
表
記
「
し
」
を
右
に
傍
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
④
「
む
か
へ
の

人
」は
、「
む
か
へ
に
人
…
…
ま
い
り
」の
文
脈
に
気
付
か
ず
に
誤
写
し
、
⑨「
う

け
給
て
」（
う
け
た
ま
は
つ
て
）
は
、「
承
て
」（
う
け
た
ま
は
り
て
）
を
、
促

音
便
で
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑬
「
よ
う
」（
用
）
は
、「
と
ら
ん
れ
う
」
の

「
れ
う
」（
料
）
が
馴
染
み
の
少
な
い
語
で
あ
っ
た
た
め
に
、
平
易
な
語
に
置
換

し
、
⑭
「
見
ゆ
へ
きく

も
」
は
、「
見
ゆ
へ
き
も
」
と
誤
写
し
た
後
で
錯
誤
に
気

付
き
、
親
本
の
表
記
「
く
」
を
右
に
傍
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑮
「
か
く
あ
り
」

は
、「
か
ゝ
り
」
の
踊
り
字
「
ゝ
」
を
字
形
の
類
似
す
る
「
く
」
と
誤
読
し
た

た
め
に
、「
く
あ
」
と
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
文
意
の
通
る
語
で
は
あ
る
も
の
の
、
違
和
感
の
残
る
事
例
と
し
て
二

例
が
あ
り
、
⑧
「
こ
れ
は
」
は
、「
見
れ
は
」
の
誤
写
だ
が
、「
見
」
と
「
こ
（
己
）」

に
字
形
の
類
似
性
は
な
く
、
⑫
「
も
ろ
た
か
」
も
、「
ま
ろ
た
か
」
の
誤
写
だ
が
、

「
ま
（
末
）」
と
「
も
（
毛
）」
に
類
似
性
は
な
く
、
思
い
込
み
に
よ
る
誤
写
で

あ
ろ
う
。

　

次
に
、
文
意
不
通
の
六
例
を
検
討
す
る
と
、
①
「
や
み
ぬ
み
け
り
」
は
、「
な

く
さ
み
け
り
」
を
直
前
の
「
は
ら
た
ゝ
し
き
事
も
」
と
の
関
連
で
「
や
み
ぬ
」

と
誤
写
し
た
上
で
、
続
き
を
文
意
不
通
の
ま
ま
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑤

「
ふ
き
よ
せ
ゝ
れ
て
」
は
、「
ら
（
良
）」
を
字
形
の
類
似
か
ら
踊
り
字
の
「
ゝ
」

に
誤
写
し
、
⑥
「
え
ら
し
」
は
、「
え
う
し
」
の
「
う
（
宇
）」
を
字
形
の
類
似

か
ら
、「
ら
（
良
）」
に
誤
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑦
「
か
さ
ら
ひ
つ
る
」
は
、「
か

た
ら
ひ
」
の
「
た
（
多
）」
を
、「
さ
（
左
）」
に
誤
写
し
、
⑩
「
す
へ
か
め
る

とか
な

」
は
、「
す
へ
か
め
る
と
」
と
誤
写
し
た
後
で
錯
誤
に
気
付
き
、
親
本
の
終

助
詞
「
か
な
」
を
右
に
傍
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑯
「
あ
り
し
」
は
、「
あ
る
し
」

の
「
る
（
留
）」
を
字
形
の
類
似
か
ら
、「
り
（
利
）」
に
誤
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
事
例
の
検
討
で
留
意
さ
れ
る
の
は
、
③
「
返
事し

」
⑩
「
とか

な

」
⑭
「
へ

きく

」
の
三
箇
所
に
、
親
本
で
あ
る
11
行
乙
本
本
文
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
奈
良
絵
本
・
絵
巻
は
、
嫁
入
り
道
具
の
一
と
し
て
嫁
ぎ
先
に
持
参
す
る

晴
儀
の
も
の
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
誤
写
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
修
正
し
た

り
、
脱
文
を
行
間
に
補
記
す
る
事
例
は
、
確
認
さ
れ
な
い
の
だ
が
、
一
伝
本
中

に
傍
記
が
三
例
見
ら
れ
る
の
は
、
極
め
て
稀
な
こ
と
で
あ
り
、
九
産
大
本
が
丁

寧
に
書
写
さ
れ
た
伝
本
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

４
）。

　

と
は
い
え
、
如
何
な
る
丁
寧
さ
を
以
て
し
て
も
、
書
写
時
に
錯
誤
が
生
ず
る

こ
と
は
回
避
し
難
く
、〈
脱
字
〉
八
例
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

① 

よ
こ
と
に
×
か
ね
の
あ
る
た
け
を
み
つ
く
る
事
（
上
１
裏
７
）
―
―
こ

（
１
裏
４
／
10
甲
１
裏
６
）

② 
か
く
や
姫
×
×
に
も
て
き
て
見
せ
け
れ
は
（
上
10
裏
10
）
―
―
の
家
（
６

裏
９
／
10
甲
８
表
９
）

③ 

あ
つ
ま
り
て
×
×
お
ろ
さ
ん
と
て
つ
な
を
ひ
き
過
し
て
（
下
３
裏
９
）
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―
―
と
く
（
25
表
３
／
10
甲
32
表
１
）

④ 

人
に
か
み
×
も
た
せ
て
く
る
し
き
心
ち
に
（
下
５
表
15
）
―
―
を
（
26

表
７
／
10
甲
33
裏
２
）

⑤ 

月
を
見
て
は
い
み
し
×
く
な
き
給
（
下
13
裏
２
）
―
―
し
（
31
裏
１
／

10
甲
40
表
６
）

⑥ 

物
お
ほ
す
け
し
き
×
有
そ
と
い
へ
は
（
下
14
表
６
）
―
―
は
（
32
表
４

／
10
甲
41
表
３
）

⑦ 

此
国
に
生
ぬ
◦る

と
な
ら
は
な
け
か
せ
奉
ら
ぬ
ほ
と
（
下
21
表
６
）
―
―

る
（
38
表
２
／
10
甲
48
裏
９
）

⑧ 

心
つ
よ
く
う
け
給
は
ら
す
成
に
し
×
な
め
け
な
る
物
に
（
下
23
表
５
）

―
―
事
（
39
表
２
／
10
甲
50
表
５
）

　

右
の
事
例
の
①
は
、「
こ
か
ね
」
の
「
こ
」
を
脱
字
し
、
②
は
「
姫
の
家
に
」

の
「
の
家
」
を
脱
字
し
、
③
は
「
と
く
お
ろ
さ
ん
」
の
「
と
く
」
を
脱
字
し
、

④
は
「
か
み
を
」
の
格
助
詞
「
を
」
を
脱
字
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑤
は
「
い
み

し
し
く
」
の
重
複
す
る
「
し
」
を
脱
字
し
て
い
る
が
、
形
容
詞
「
い
み
じ
」
は

ク
活
用
な
の
で
、
語
法
的
な
錯
誤
を
修
正
し
た
正
当
な
処
置
に
な
っ
て
い
る
。

⑥
は
「
け
し
き
は
」
の
係
助
詞
「
は
」
を
脱
字
し
、
⑦
は
「
生
ぬ
る
と
」
を
、「
ぬ

と
」
と
誤
写
し
た
後
で
「
る
」
を
脱
字
し
た
こ
と
に
気
付
い
て
、
語
間
に
「
◦
」

を
記
し
、
そ
の
右
に
「
る
」
を
傍
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑧
は
「
な
り
に
し
事
」

の
「
事
」
を
脱
字
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、〈
脱
文
〉は
一
例
確
認
さ
れ
、
11
行
乙
本
の
当
該
本
文
を
引
用
す
る
と
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

 

と
こ
ろ
の
も
の
き
こ
し
め
し
た
れ
は
御
心
ち
あ
し
か
ら
ん
も
の
そ
と
て
も

て
よ
り
た
れ
は
（
38
表
10
～
11
／
10
甲
49
表
８
～
10
）

　

こ
れ
は
、
九
産
大
本
の
下
巻
第
21
丁
裏
２
行
目
「
く
す
り
奉
れ
き
た
な
き
」

の
直
後
に
書
写
さ
れ
る
べ
き
本
文
で
あ
り
、
こ
の
後
13
行
に
亘
っ
て
本
文
は
書

写
さ
れ
ず
、
空
白
に
な
っ
て
い
る
。
続
く
第
22
丁
表
に
は
、
第
18
図
「
か
ぐ
や

姫
を
迎
え
に
来
た
飛
天
は
、
右
手
に
薬
の
壷
、
左
手
に
手
紙
を
持
ち
、
簀
子
に

立
つ
姫
と
向
き
合
う
」
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
直
前
の
本
文
が
「
き
た

な
き
」
と
、
文
の
途
中
で
不
自
然
に
書
き
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

何
等
か
の
事
情
が
生
じ
て
、
書
き
忘
れ
た
錯
誤
で
あ
る
可
能
性
が
高
そ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

最
後
に
、
11
行
乙
本
と
10
行
甲
本
に
存
在
し
な
い
文
字
を
〈
増
補
〉
し
た
四

例
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

① 

そ
か
く
ひ
の
玉
を
と
れ
る
と
や
聞
と
（
上
26
表
９
）
―
―
×
（
19
表
８

／
10
甲
24
表
６
）

② 

く
ら
つ
ま
ろ
か
く
申
を
い
と
い
た
く
よ
ろ
こ
ひ
給
て
の
給
（
下
３
表
３
）

―
―
×
（
24
表
10
／
10
甲
31
表
３
）

③ 

こ
し
も
か
ゝ
ま
ま
り
目
も
た
ゝ
れ
に
け
り
（
下
16
表
１
）
―
―
×
（
33

裏
８
／
10
甲
43
表
８
）

④ 
か
は
か
り
し
て
ま
も
る
所
に
か
は
か
り
一
た
に
あ
ら
は
（
下
17
裏
９
）

―
―
×
（
34
裏
10
／
10
甲
44
裏
６
）

　

右
の
内
、
①
は
「
玉
を
」
と
格
助
詞
「
を
」
を
補
い
、
②
は
「
よ
ろ
こ
ひ
給

て
の
給
」
と
、
石
上
麻
呂
足
の
動
作
に
対
し
て
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
給
」
を
補
っ



宮 﨑 裕 子・ 曽 根 誠 一

128（9）

て
、
文
の
理
解
を
容
易
に
し
て
い
る
。
④
は
「
か
は
×
り
」
で
は
文
意
が
通
ら

な
い
の
で
、「
か
は
か
り
」
と
補
っ
て
理
解
を
図
っ
て
い
る
の
だ
が
、
意
改
本

文
に
な
っ
て
い
る
。
③
「
か
ゝ
ま
ま
り
」
は
衍
字
で
、「
ま
」
を
重
複
さ
せ
た

錯
誤
の
事
例
で
あ
る
。

　

以
上
、
九
産
大
本
の
11
行
乙
本
に
対
す
る
独
自
異
文
二
九
例
を
検
討
し
た
の

だ
が
、〈
誤
写
〉
⑪
「
な
ん
殿
へ
も
」
と
〈
脱
字
〉
⑤
「
い
み
し
×
く
」
の
二

例
は
、
正
当
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
除
く
二
七
例
と
い
う
誤
写

の
事
例
数
は
、『
竹
取
物
語
』
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
本
文
と
し
て
は
、
丁
寧

な
書
写
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

注（
１
）『
和
の
史　

思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
第
238
号
（
平
成
二
六
年
七
月
）

（
２
）
版
本
文
庫
『
竹
取
翁
物
語
』（
国
書
刊
行
会　

昭
和
四
九
年
一
一
月
）
の
影
印
は
、
表

紙
は
片
桐
洋
一
氏
本
（
立
教
大
学
池
袋
図
書
館
現
蔵
）、
本
文
は
国
会
図
書
館
本
（
横
山
重

氏
旧
蔵
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
拠
っ
た
。

（
３
）
中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
の
研
究　
校
異
篇

解
説
篇

』（
塙
書
房　

昭
和
四
〇
年
六
月
）
は
、「
十

行
甲
本
か
ら
出
た
と
思
は
れ
る
も
の
に
古
活
字
十
一
行
乙
本
が
存
す
る
。
活
字
も
ほ
ぼ
同

類
で
、
し
か
も
刊
記
が
一
致
す
る
。
た
だ
し
現
存
唯
一
つ
の
十
一
行
乙
本
は
肝
腎
の
巻
末

が
落
丁
に
よ
り
刊
記
の
有
無
が
不
明
だ
が
、
同
本
を
写
し
た
写
本
が
三
本
（
大
島
雅
太
郎

氏
旧
蔵
本
、
戸
川
浜
男
氏
旧
蔵
一
本
、
小
鳥
井
寛
孝
氏
蔵
本
＝
稿
者
注
）
あ
り
、
そ
れ
に

よ
り
十
行
甲
本
と
同
様
の
刊
記
が
存
し
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
文

は
全
く
十
行
甲
本
と
は
同
じ
い
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
十
一
行
乙
本
は
十
四
項
の
独
自
異

文
を
有
す
る
（
た
だ
し
現
存
十
一
行
乙
本
は
巻
頭
脱
葉
に
よ
り
正
確
に
は
不
明
だ
が
、
同

本
を
写
し
た
と
み
ら
れ
る
他
本
文
に
よ
り
二
項
が
推
定
さ
れ
る
）」（
216
頁
）。「
お
そ
ら
く

十
行
甲
本
を
再
刊
す
る
に
当
り
、
二
類
系
に
よ
り
多
少
本
文
を
任
意
訂
正
し
て
世
に
出
し

た
も
の
で
あ
ら
う
」（
217
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

名
古
屋
大
学
森
本
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
（
江
戸
後
期
の
転
写
本
）
の
本
文
は
、
巻
末
に
10

行
甲
本
と
同
じ
「
竹
取
翁
物
語
秘
本
申
請
興
行
之
者
也
」
と
い
う
識
語
が
あ
り
、
そ
の
他

の
本
文
的
特
徴
か
ら
、
11
行
乙
本
を
親
本
と
し
て
書
写
し
た
伝
本
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（
４
）
誤
写
し
た
文
字
に
重
ね
書
き
し
て
訂
正
し
た
事
例
は
、
次
の
よ
う
に
六
例
確
認
さ
れ

る
（
修
正
後
の
文
字
に
傍
線
部
を
付
し
、
そ
の
下
の
（　

）
内
に
修
正
前
の
文
字
を
記
す
）。

 

　
　

上
巻
第
10
丁
表
４
行
目
「
翁
と
ま
れ
か
く
ま
（
あ
）
れ
申
さ
ん
」

　
　
　
　
　

第
12
丁
表
９
行
目
「
い
と
し
の
ひ
て
と
の
給
は
せ
て
人
（
と
）
も
あ
ま
た
ゐ
て
」

　
　
　
　
　

第
23
丁
表
13
行
目
「
か
く
や
姫
あ
ひ
給
は
す
と
い
ひ
（
ふ
）
け
れ
は
」

　
　
　
　
　

第
24
丁
表
15
行
目
「
此
国
の
海
山
よ
（
に
）
り
た
つ
は
を
り
の
ほ
る
物
な
り
」

　
　
　
　
　

第
29
丁
表
６
行
目
「
す
も
ゝ
を
二
つ
け
た
る
や
う
な
（
に
）
り
」

 

　
　

下
巻
第
４
丁
裏
５
行
目
「
こ
し
な
ん
う
こ
か
れ
ぬ
さ
（
と
）
れ
と
こ
や
す
貝
を
」

　
　

こ
れ
を
見
る
と
、
重
ね
書
き
可
能
な
誤
写
は
、
そ
れ
で
処
理
し
、
不
可
能
な
場
合
に
、

傍
記
の
形
式
を
取
っ
た
の
だ
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
で
も
、
誤
写
を
そ
の
ま
ま
放
置
し

な
か
っ
た
誠
実
さ
は
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
　
翻
刻

　
凡
例

１
． 

九
州
産
業
大
学
図
書
館
蔵
『
奈
良
絵
本 

竹
と
り
翁
物
語
』
上
巻
の
翻

刻
を
掲
載
す
る
。
下
巻
の
翻
刻
は
次
号
以
降
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

２
． 
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
底
本
の
体
裁
を
で
き
る
限
り
忠
実
に
再
現
し
、

旧
漢
字
・
異
体
字
は
そ
の
ま
ま
翻
字
し
て
、
各
面
の
配
字
配
行
も
そ

の
ま
ま
に
し
た
。
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３
． 

丁
数
は
各
丁
の
表
裏
の
最
後
に
【 

】
で
示
し
、
表
裏
は
「
オ
・
ウ
」

と
表
示
し
た
。 

４
．
書
き
入
れ
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
表
記
し
た
。

　
　

① 
重
ね
書
き
に
よ
っ
て
文
字
を
修
正
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
修
正

後
の
文
字
を
記
し
、
そ
の
下
の
（　

）
内
に
修
正
前
の
文
字
を
示
し
た
。

　
　

② 

補
入
を
示
す
記
号
「
◦
」
は
本
文
中
に
記
載
し
、
補
わ
れ
た
語
句
を
補

入
記
号
の
右
傍
に
記
し
た
。

５
． 

図
絵
に
つ
い
て
は
通
し
番
号
を
付
し
、
描
か
れ
て
い
る
事
柄
を
簡
単

に
説
明
し
た
。

　
本
文

竹
と
り
翁
物
語 

上
（
表
表
紙
題
簽
）

　
　

竹
取
翁
物
語

い
ま
は
む
か
し
た
け
と
り
の
お
き
な

と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
野
山
に
ま
し

り
て
竹
を
と
り
つ
ゝ
よ
ろ
つ
の

㕝
に
つ
か
ひ
け
り
名
を
は
さ
る
き

の
宮
つ
こ
と
な
ん
い
ひ
け
る
そ
の

た
け
の
中
に
も
と
ひ
か
る
竹
な
ん

一
す
ち
有
け
り
あ
や
し
か
り
て

よ
り
て
見
る
に
つ
ゝ
の
中
ひ
か
り
た

り
そ
れ
を
み
れ
は
三
寸
は
か
り

な
る
人
い
と
う
つ
く
し
う
し
て
ゐ
た

り
お
き
な
い
ふ
や
う
わ
れ
朝
こ
と
夕

こ
と
に
見
る
竹
の
中
に
お
は
す
る

に
て
し
り
ぬ
子
に
成
給
ふ
へ
き
人

な
め
り
と
て
手
に
う
ち
い
れ
て
家
【
１
オ
】

へ
も
ち
き
て
め
の
女
に
あ
つ
け
て

や
し
な
は
す
う
つ
く
し
き
㕝
か
き

り
も
な
し
い
と
お
さ
な
け
れ
は
籠

に
い
れ
て
や
し
な
ふ
竹
と
り
の

翁
た
け
を
と
る
に
此
子
を
見
つ

け
て
の
ち
に
た
け
を
と
る
に
ふ

し
を
へ
た
て
ゝ
よ
こ
と
に
か
ね
の

あ
る
た
け
を
み
つ
く
る
事
か
さ

な
り
ぬ
【
１
ウ
】

図
絵
１　

か
ぐ
や
姫
の
養
育
【
２
オ
】

か
く
て
お
き
な
や
う
／
＼
ゆ
た
か
に
成

ゆ
く
此
ち
こ
や
し
な
ふ
ほ
と
に
す

く
／
＼
と
お
ほ
き
に
成
ま
さ
る
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三
月
は
か
り
に
な
る
ほ
と
に
よ
き
ほ

と
な
る
人
に
成
ぬ
れ
は
か
み
あ
け
な

と
さ
う
し
て
か
み
あ
け
さ
せ
裳
き

す
ち
や
う
の
う
ち
よ
り
も
い
た
さ
す

い
つ
き
や
し
な
ふ
こ
の
ち
こ
の
か
た
ち

の
け
さ
う
な
る
㕝
世
に
な
く
屋
の

う
ち
は
く
ら
き
所
な
く
ひ
か
り
み
ち
た

り
お
き
な
心
ち
あ
し
く
く
る
し

き
時
も
此
子
を
見
れ
は
く
る
し

き
事
も
や
み
ぬ
は
ら
た
ゝ
し
き

事
も
や
み
ぬ
み
け
り
お
き
な
竹

を
と
る
㕝
ひ
さ
し
く
成
ぬ
い
き
【
２
ウ
】

お
ひ
ま
う
の
物
に
成
に
け
り
此
子

い
と
お
ほ
き
に
成
ぬ
れ
は
名
を
み
む

ろ
と
い
む
へ
の
あ
き
た
を
よ
ひ
て
つ

け
さ
す

　
　
　

あ
き
た

　
　
　
　
　

な
よ
竹
の

　
　

か
く
や

　
　
　
　
　

ひ
め
と

　
　
　
　
　
　
　

つ
け
つ
【
３
オ
】

図
絵
２　

三
室
戸
斎
部
秋
田
、
か
ぐ
や
姫
と
対
面
【
３
ウ
】

こ
の
ほ
と
三
日
う
ち
あ
け
あ
そ
ふ

萬
の
あ
そ
ひ
を
そ
し
け
る
お
と
こ

は
う
け
き
ら
は
す
よ
ひ
ほ
と
へ
て

い
と
か
し
こ
く
あ
そ
ふ
世
界
の
お
の
こ

あ
て
な
る
も
い
や
し
き
も
い
か
て
此

か
く
や
姫
を
え
て
し
か
な
見
て
し

か
な
と
音
に
き
ゝ
め
て
ゝ
ま
と
ふ
そ
の

あ
た
り
の
か
き
に
も
家
の
戸
に
も

を
る
人
た
に
た
は
や
す
く
見
る
ま

し
き
物
を
よ
る
は
や
す
き
い
も
ね

す
や
み
の
よ
に
い
て
ゝ
も
あ
な
を
く
し

り
か
ひ
ま
見
ま
と
ひ
あ
へ
り
さ
る
時

よ
り
な
ん
よ
は
い
と
は
い
ひ
け
る
人

の
も
の
と
も
せ
ぬ
所
に
ま
と
ひ
あ
り
け

共
何
の
し
る
し
あ
る
へ
く
も
見
え
す
【
４
オ
】

家
の
人
共
に
物
を
た
に
い
は
ん
と
て

い
ひ
か
く
れ
共
こ
と
ゝ
も
せ
す
あ
た
り

を
は
な
れ
ぬ
君
た
ち
夜
を
あ
か
し

日
を
く
ら
す
お
ほ
か
り
を
ろ
か
な
る

人
は
よ
う
な
き
あ
り
き
は
よ
し
な
か
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り
け
り
と
て
こ
す
成
に
け
り
そ
の

中
に
な
を
い
ひ
け
る
は
色
こ
の
み

と
い
は
る
ゝ
か
き
り
五
人
思
ひ
や
む

時
な
く
よ
る
ひ
る
来
り
け
り
そ
の

名
と
も
石
作
り
の
御
子
く
ら
も
ち

の
み
こ
左
大
臣
あ
へ
の
み
む
ら
し

大
納
言
大
伴
の
み
ゆ
き
中
納
言

い
そ
の
か
み
の
も
ろ
た
り
此
人
／
＼

成
け
り
世
の
中
に
お
ほ
か
る
人
を
た

に
す
こ
し
も
か
た
ち
よ
し
と
聞
て
【
４
ウ
】

は
見
ま
ほ
し
う
す
る
人
共
成
け
れ

は
か
く
や
姫
を
見
ま
ほ
し
う
て
物
も

く
は
す
思
ひ
つ
ゝ
彼
家
に
ゆ
き
て
た
ゝ

す
み
あ
り
き
け
れ
と
か
ひ
あ
る
へ
く
も

あ
ら
す
文
を
か
き
て
や
れ
共
返
事

も
せ
す
わ
ひ
哥
な
と
か
き
て
を
こ

す
れ
共
か
ひ
な
し
と
思
へ
と
霜
月

し
は
す
の
ふ
り
こ
ほ
り
み
な
月
の

て
り
は
た
ゝ
く
に
も
さ
は
ら
す
き
た

り
此
人
／
＼
あ
る
ひ
は
竹
と
り
を
よ

ひ
出
て
む
す
め
を
わ
れ
に
た
へ
と
ふ
し

お
か
み
手
を
す
り
の
給
へ
と
を
の
か
な

さ
ぬ
子
な
れ
は
心
に
も
し
た
か
は
す
な
ん

あ
る
と
い
ひ
て
月
日
す
く
す
【
５
オ
】

図
絵
３　

か
ぐ
や
姫
に
対
す
る
求
婚
者
殺
到
【
５
ウ
・
６
オ
】

か
ゝ
れ
は
此
人
／
＼
家
に
帰
り
て
も
の

を
思
ひ
い
の
り
を
し
願
を
た
つ

思
ひ
や
む
へ
く
も
あ
ら
す
さ
り
共
つ
ゐ

に
お
と
こ
あ
は
せ
さ
ら
ん
や
は
と
思
ひ

て
た
の
み
を
か
け
た
り
あ
な
か
ち

に
心
さ
し
を
見
え
あ
り
く
是
を

見
つ
け
て
お
き
な
か
く
や
姫
に

い
ふ
や
う
我
子
の
佛
へ
ん
け
の
人

と
申
な
か
ら
こ
ゝ
ら
お
ほ
き
さ
ま
て

や
し
な
ひ
奉
る
心
さ
し
お
ろ
か
な
ら

す
翁
の
申
さ
ん
事
は
聞
給
ひ
て
ん

や
と
い
へ
は
か
く
や
姫
な
に
㕝
を
か
の

給
は
ん
こ
と
は
う
け
給
は
ら
さ
ら
ん
へ

ん
け
の
も
の
に
て
侍
り
け
ん
身
共

し
ら
す
お
や
と
こ
そ
思
ひ
奉
れ
と
【
６
ウ
】

い
ふ
お
き
な
う
れ
し
く
も
の
給
ふ
物

か
な
と
い
ふ
翁
年
七
十
に
あ
ま
り
ぬ
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け
ふ
共
あ
す
共
し
ら
す
此
世
の
人
は

お
と
こ
は
女
に
あ
ふ
こ
と
を
す
女
は
男
に

あ
ふ
こ
と
を
す
そ
の
ゝ
ち
な
ん
門
ひ
ろ

く
も
成
侍
る
い
か
て
か
さ
る
㕝
な
く

て
は
お
は
せ
ん
か
く
や
姫
の
い
は
く
な
ん

て
う
さ
る
㕝
か
し
侍
ら
ん
と
い
へ
は

へ
ん
け
の
人
と
云
共
女
の
身
も
ち

給
へ
り
翁
の
あ
ら
ん
か
き
り
は
か
う

て
も
い
ま
す
か
り
な
ん
か
し
此
人
／
＼

の
と
し
月
を
へ
て
か
う
の
み
い
ま
し

つ
ゝ
の
給
ふ
㕝
を
思
ひ
さ
た
め
て

ひ
と
り
／
＼
に
あ
ひ
奉
り
給
ね
と
い
へ

は
か
く
や
姫
の
い
は
く
よ
く
も
あ
ら
【
７
オ
】

ぬ
か
た
ち
を
ふ
か
き
心
も
し
ら
て
あ
た

心
つ
き
な
は
後
く
や
し
き
事
も

あ
る
へ
き
を
と
思
ふ
は
か
り
な
り
世

の
か
し
こ
き
人
な
り
と
も
ふ
か
き
心

さ
し
を
し
ら
て
は
あ
ひ
か
た
し
と

な
ん
思
ふ
と
い
ふ
お
き
な
い
は
く

思
ひ
の
こ
と
く
も
の
給
ふ
か
な
そ
も

／
＼
い
か
や
う
な
る
心
さ
し
あ
ら
ん

人
に
か
あ
は
む
と
お
ほ
す
か
は
か
り

心
さ
し
を
ろ
か
な
ら
ぬ
人
／
＼
に
こ
そ

あ
め
れ
か
く
や
姫
の
い
は
く
な
に

は
か
り
の
ふ
か
き
を
か
見
ん
と
い
は
ん

い
さ
ゝ
か
の
㕝
な
り
人
の
心
さ
し
ひ
と

し
か
ん
な
り
い
か
て
か
中
に
お
と
り

ま
さ
り
は
し
ら
む
五
人
の
中
に
ゆ
か
【
７
ウ
】

し
き
物
を
見
せ
給
へ
ら
ん
に
御
心

さ
し
ま
さ
り
た
り
と
て
つ
か
う
ま

つ
ら
ん
と
そ
の
お
は
す
ら
ん
人
／
＼

に
申
給
へ
と
い
ふ
よ
き
㕝
な
り

と
う
け
つ
日
く
る
ゝ
ほ
と
れ
い
の

人
あ
つ
ま
り
ぬ
あ
る
ひ
は
ふ
え
を

ふ
き
或
は
う
た
を
う
た
い
或
は

し
や
う
か
を
し
或
は
う
そ
を
ふ

き
あ
ふ
き
を
な
ら
し
な
と
す
る
に
【
８
オ
】

図
絵
４　

色
好
み
五
人
、
翁
邸
に
集
合
【
８
ウ
】

翁
い
て
ゝ
い
は
く
か
た
し
け
な
く

き
た
な
け
な
る
所
に
年
月
を

へ
て
物
し
給
ふ
㕝
き
は
ま
り

た
る
か
し
こ
ま
り
と
申
翁
の
い
の
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ち
け
ふ
あ
す
と
も
し
ら
ぬ
を
か
く
の

給
ふ
君
た
ち
に
も
よ
く
思
ひ
さ
た

め
て
つ
か
う
ま
つ
れ
と
申
も
こ
と

は
り
な
り
い
つ
れ
も
お
と
り
ま
さ

り
お
は
し
ま
さ
ね
は
御
心
さ
し

の
ほ
と
は
見
ゆ
へ
し
つ
か
う
ま
つ
ら

ん
㕝
は
そ
れ
に
な
ん
さ
た
む
へ

き
と
い
へ
は
こ
れ
よ
き
㕝
な
り
人

の
う
ら
み
も
あ
る
ま
し
と
い
ふ
五
人

の
人
／
＼
も
能
㕝
な
り
と
い
へ
は
翁

い
り
て
い
ふ
か
く
や
姫
石
つ
く
り
の
【
９
オ
】

御
子
に
は
佛
の
御
石
の
は
ち
と
い
ふ

物
あ
り
そ
れ
を
と
り
て
給
へ
と
云

く
ら
も
ち
の
御
子
に
は
東
の
海
に

ほ
う
ら
い
と
い
ふ
山
あ
る
な
り
そ
れ

に
し
ろ
か
ね
を
ね
と
し
こ
か
ね
を

く
き
と
し
白
き
玉
を
み
と
し
て

た
て
る
木
あ
り
そ
れ
一
え
た
お
り

て
給
は
ら
ん
と
云
い
ま
ひ
と
り
に
は

も
ろ
こ
し
に
あ
る
火
ね
す
み
の

か
は
き
ぬ
を
た
ま
へ
大
伴
の
大

納
言
に
は
龍
の
く
ひ
に
五
色
に
ひ

か
る
た
ま
あ
り
そ
れ
を
取
て
給
へ

い
そ
の
か
み
の
中
納
言
に
は
つ
は
く
ら
め

の
も
た
る
こ
や
す
の
貝
と
り
て
給
へ

と
い
ふ
お
き
な
か
た
き
㕝
に
こ
そ
【
９
ウ
】

あ
な
れ
此
国
に
あ
る
物
に
も
あ
ら

す
か
く
か
た
き
事
を
は
い
か
に
申
さ
ん

と
い
ふ
か
く
や
姫
な
に
か
か
た
か
ら
ん

と
い
へ
は
翁
と
ま
れ
か
く
ま
（
あ
）
れ
申

さ
ん
と
て
出
て
か
く
な
ん
聞
ゆ
る

や
う
に
見
給
へ
と
い
へ
は
御
子
た
ち
上

達
部
聞
て
お
い
ら
か
に
あ
た
り

よ
り
た
に
な
あ
り
き
そ
と
や
は
の
給

は
ぬ
と
い
ひ
て
う
ん
し
て
み
な
か
へ

り
ぬ
な
を
此
女
見
て
は
世
に
あ
る
ま

し
き
心
ち
の
し
け
れ
は
天
竺
に

あ
る
物
も
も
て
こ
ぬ
も
の
か
は
と
お

も
ひ
め
く
ら
し
て
石
つ
く
り
の

御
子
は
心
の
し
た
く
あ
る
人
に
て

て
ん
ち
く
に
二
と
な
き
は
ち
を
百
【
10
オ
】

千
萬
里
の
程
ゆ
き
た
り
共
い
か
て

か
と
る
へ
き
と
思
ひ
て
か
く
や
姫
の

も
と
に
は
け
ふ
な
ん
て
ん
ち
く
へ
石
の
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は
ち
と
り
に
ま
か
る
と
き
か
せ
て

三
年
は
か
り
大
和
の
国
と
を
ち
の

こ
ほ
り
に
あ
る
山
寺
に
ひ
ん
す
る
の

ま
へ
な
る
は
ち
の
ひ
た
く
ろ
に
す

み
つ
き
た
る
を
と
り
て
に
し
き
の

ふ
く
ろ
に
入
て
つ
く
り
花
の
え
た

に
つ
け
て
か
く
や
姫
に
も
て
き
て

見
せ
け
れ
は
か
く
や
姫
あ
や
し
か
り

て
見
れ
は
は
ち
の
中
に
文
あ
り

ひ
ろ
け
て
み
れ
は

　
　

う
み
山
の
み
ち
に
心
を
つ
く
し
は
て

　
　

な
い
し
の
は
ち
の
涙
な
か
れ
き
【
10
ウ
】

か
く
や
姫
ひ
か
り
や
あ
る
と
見
る
に
ほ
た

る
は
か
り
の
ひ
か
り
た
に
な
し

　
　

を
く
露
の
光
を
た
に
も
や
と
さ
ま
し

　
　

を
く
ら
山
に
て
な
に
も
と
め
け
ん

と
て
返
し
い
た
す
は
ち
を
門
に

す
て
ゝ
此
う
た
の
か
へ
し
を
す

　
　

し
ら
山
に
あ
へ
は
光
の
う
す
る
か
と

　
　

は
ち
を
す
て
ゝ
も
た
の
ま
る
ゝ
哉

と
よ
み
て
い
れ
た
り
か
く
や
姫

返
事し

も
せ
す
成
ぬ
耳
に
も
き
ゝ

入
さ
り
け
れ
は
い
ひ
か
ゝ
つ
ら
い
て
か
へ

り
ぬ
か
の
は
ち
を
す
て
ゝ
又
い
ひ
け

る
よ
り
そ
お
も
な
き
㕝
を
は
は

ち
を
す
つ
る
と
は
云
け
る
【
11
オ
】

図
絵
５　

石
作
皇
子
、
仏
の
石
鉢
を
提
出
【
11
ウ
】

く
ら
も
ち
の
御
子
は
心
た
は
か
り
有

人
に
て
お
ほ
や
け
に
は
つ
く
し
の
国

に
ゆ
あ
み
に
ま
か
ら
ん
と
て
い
と
ま

申
て
か
く
や
姫
の
家
に
は
玉
の
枝

と
り
に
な
ん
ま
か
る
と
い
は
せ
て
く
た

り
給
ふ
に
つ
か
う
ま
つ
る
へ
き
人
々

み
な
難
波
ま
て
御
を
く
り
し
け

る
御
子
い
と
し
の
ひ
て
と
の
給
は

せ
て
人
（
と
）
も
あ
ま
た
ゐ
て
お
は
し

ま
さ
す
ち
か
う
つ
か
う
ま
つ
る
か
き
り

し
て
出
給
御
を
く
り
の
人
／
＼

見
奉
り
を
く
り
て
か
へ
り
ぬ
お
は
し

ま
し
ぬ
と
人
に
は
見
え
給
ひ
て
三
日

は
か
り
あ
り
て
こ
き
か
へ
り
給
ひ
ぬ

か
ね
て
こ
と
皆
お
ほ
せ
た
り
け
れ
は
そ
の
【
12
オ
】



九州産業大学図書館蔵『奈良絵本 竹とり翁物語』

（16）121

時
ひ
と
つ
の
た
か
ら
也
け
る
か
ち
た
く

み
六
人
を
召
と
り
て
た
は
や
す
く

人
よ
り
く
ま
し
き
家
を
つ
く
り

て
か
ま
と
を
三
へ
に
し
こ
め
て
た
く

み
ら
を
入
給
ひ
つ
ゝ
御
子
も
お
な
し

所
に
籠
り
給
て
し
ら
せ
給
ひ
た
る

か
き
り
十
六
そ
を
か
み
に
く
と
を

あ
け
て
玉
の
枝
を
つ
く
り
給
ふ

か
く
や
姫
の
給
ふ
や
う
に
た
か
は
す

つ
く
り
出
つ
い
と
か
し
こ
く
た
は
か

り
て
難
波
に
み
そ
か
に
も
て
出

ぬ
舟
に
の
り
て
帰
り
き
に
け
り
と

と
の
に
つ
け
や
り
て
い
と
い
た
く
く

る
し
か
り
た
る
さ
ま
し
て
ゐ
給
へ
り

む
か
え
の
人
お
ほ
く
参
り
た
り
玉
の
【
12
ウ
】

え
た
を
は
な
か
ひ
つ
に
入
て
物
お
ほ
い

て
も
ち
て
ま
い
る
い
つ
か
き
ゝ
け
ん

く
ら
も
ち
の
御
子
は
う
と
ん
け
の

花
も
ち
て
の
ほ
り
給
へ
り
と
の
ゝ

し
り
け
り
是
を
か
く
や
姫
き
ゝ
て

我
は
此
み
こ
に
ま
け
ぬ
へ
し
と
む

ね
つ
ふ
れ
て
思
ひ
け
り
か
ゝ
る
程
に

門
を
た
ゝ
き
て
く
ら
も
ち
の
御
子

お
は
し
た
り
と
つ
く
旅
の
御
姿
な
か

ら
お
は
し
た
り
と
い
へ
は
お
き
な
あ
ひ

奉
る
御
子
の
給
は
く
命
を
す
て
ゝ

か
の
玉
の
え
た
も
ち
て
来
る
と
て

か
く
や
姫
に
見
せ
奉
り
給
へ
と
い
へ
は

お
き
な
も
ち
て
入
た
り
此
玉
の
枝

に
文
そ
つ
け
た
り
け
る
【
13
オ
】

　
　

い
た
つ
ら
に
身
は
な
し
つ
共
玉
の
枝
を

　
　

た
を
し
て
さ
ら
に
か
へ
ら
さ
ら
ま
し

こ
れ
を
も
あ
は
れ
共
み
て
を
る
に
竹

取
の
翁
は
し
り
入
て
い
は
く
此
御

子
に
申
給
し
ほ
う
ら
い
の
玉
の
枝
を

ひ
と
つ
の
所
あ
や
ま
た
す
も
て
お
は

し
ま
せ
り
何
を
も
ち
て
と
か
く
申

へ
き
た
ひ
の
御
す
か
た
な
か
ら
わ
か
御

家
へ
も
よ
り
給
は
す
し
て
お
は
し

ま
し
た
り
は
や
此
御
子
に
あ
ひ

つ
か
う
ま
つ
り
給
へ
と
い
ふ
に
物
も

い
わ
す
つ
ら
つ
え
を
つ
き
て
い
み

し
く
な
け
か
し
け
に
思
ひ
た
り
此

御
子
い
ま
さ
へ
な
に
か
と
い
ふ
へ
か
ら
す
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120（17）

と
い
ふ
ま
ゝ
に
え
ん
に
は
い
の
ほ
り
給
【
13
ウ
】

ぬ
お
き
な
こ
と
は
り
に
思
ふ
此
国
に
見
へ

ぬ
玉
の
枝
也
此
た
ひ
は
い
か
て
か
い
な
ひ

申
さ
ん
人
さ
ま
も
よ
き
人
に
お
は
す

な
と
云
ゐ
た
り
か
く
や
姫
の
云
や
う
お
や

の
の
給
㕝
を
ひ
た
ふ
る
に
い
な
ひ
申
さ
ん

事
の
い
と
お
し
さ
に
取
か
た
き
物
を
か
く

あ
さ
ま
し
く
も
て
来
る
㕝
を
ね
た

く
思
ひ
翁
は
ね
や
の
う
ち
し
つ
ら
ひ
な
と

す
翁
御
子
に
申
や
う
い
か
な
る
所
に
か
此

木
は
候
け
ん
あ
や
し
く
う
る
は
し
く
め

て
た
き
物
に
も
と
申
御
子
答
て
の
給
は

く
さ
お
と
ゝ
し
の
き
さ
ら
き
の
十
日

こ
ろ
に
な
に
は
よ
り
舟
に
の
り
て
海
の

中
に
い
て
ゝ
ゆ
か
ん
方
も
し
ら
す
覚
へ

し
か
と
思
ふ
㕝
な
ら
て
世
の
中
に
い
き
【
14
オ
】

て
な
に
か
せ
ん
と
思
ひ
し
か
は
た
ゝ
む
な

し
き
風
に
ま
か
せ
て
あ
り
く
い
の
ち

し
な
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
い
き
て
あ
ら
ん
か
き

り
か
く
あ
り
き
て
ほ
う
ら
い
と
い
ふ

覧
山
に
あ
ふ
や
と
海
に
こ
き
た
ゝ
よ

ひ
あ
り
き
て
我
国
の
う
ち
を
は
な
れ
て

あ
り
き
ま
か
り
し
に
あ
る
時
は
波
あ
れ

つ
ゝ
海
の
そ
こ
に
も
入
ぬ
へ
く
或
時に

は

風
に
付
て
し
ら
ぬ
国
に
ふ
き
よ
せ
ゝ
れ

て
鬼
の
や
う
な
る
も
の
出
き
て
こ
ろ

さ
ん
と
し
き
或
時
に
は
き
し
か
た
ゆ
く

す
ゑ
も
し
ら
す
う
み
に
ま
き
れ
ん
と

し
き
或
時
に
は
か
て
つ
き
て
草
の
ね
を

く
い
物
と
し
き
あ
る
時
に
は
い
は
ん
か
た

な
く
む
く
つ
け
ゝ
な
る
も
の
き
て
く
い
【
14
ウ
】

か
ゝ
ら
ん
と
し
き
あ
る
時
に
は
う
み
の

貝
を
と
り
て
命
を
つ
く
旅
の
そ
ら
に

た
す
け
給
ふ
へ
き
人
も
な
き
所
に
い
ろ

／
＼
の
や
ま
ひ
を
し
て
行
方
空
も

覚
え
す
舟
の
ゆ
く
に
ま
か
せ
て
う
み

に
た
ゝ
よ
ひ
て
五
百
日
と
い
ふ
た
つ
の

時
は
か
り
に
う
み
の
中
に
は
つ
か
に
や
ま

見
ゆ
舟
の
う
ち
を
な
ん
せ
め
て
見
る

う
み
の
上
に
た
ゝ
よ
へ
る
山
い
と
お
ほ

き
に
て
あ
り
そ
の
山
の
さ
ま
た
か
く

う
る
は
し
こ
れ
や
わ
か
も
と
む
る
山
な
ら

ん
と
思
ひ
て
さ
す
か
に
お
そ
ろ
し

く
覚
え
て
山
の
め
く
り
を
さ
し
め
く
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ら
し
て
二
三
日
は
か
り
見
あ
り
く
に

天
人
の
よ
そ
お
ひ
し
た
る
女
山
の
中
【
15
オ
】

よ
り
い
て
き
て
銀
の
か
な
ま
る
を
も

ち
て
水
を
く
み
あ
り
く
こ
れ
を
見
て

舟
よ
り
お
り
て
此
山
の
名
を
何
と

か
申
と
と
ふ
女
答
て
い
は
く
是
は
ほ
う

ら
い
の
山
な
り
と
こ
た
ふ
是
を
き
く

に
う
れ
し
き
㕝
か
き
り
な
し
此
女

か
く
の
給
ふ
は
た
れ
そ
と
と
ふ
我
名
は

う
か
ん
る
り
と
い
ひ
て
ふ
と
山
の
中
に

入
ぬ
そ
の
山
見
る
に
さ
ら
に
の
ほ
る
へ
き

や
う
な
し
其
山
の
そ
は
ひ
ら
を
め
く
れ

は
世
中
に
な
き
花
の
木
と
も
た
て
り
金

し
ろ
か
ね
る
り
い
ろ
の
水
山
よ
り
な
か

れ
出
た
る
そ
れ
に
は
い
ろ
／
＼
の
玉
の
橋

わ
た
せ
り
そ
の
あ
た
り
に
て
り
か
ゝ
や
く

木
と
も
た
て
り
そ
の
中
に
此
と
り
て
も
【
15
ウ
】

ち
て
ま
う
て
来
り
し
は
い
と
わ
ろ
か

り
し
か
共
の
給
ひ
し
に
た
か
は
ま
し
か
は

と
此
花
を
を
り
て
ま
う
て
来
る
な
り

山
は
か
き
り
な
く
面
白
し
世
に
た
と
ふ

へ
き
に
あ
ら
さ
り
し
か
と
此
え
た
を
折

て
し
か
は
さ
ら
に
こ
ゝ
ろ
も
と
な
く
て
舟
に

の
り
て
追
風
ふ
き
て
四
百
余
日
に
な
ん

ま
う
て
き
に
し
大
願
力
に
や
な
に
は

よ
り
き
の
ふ
な
ん
都
に
ま
う
て
き
つ
る

さ
ら
に
し
ほ
に
ぬ
れ
た
る
衣
た
に
ぬ
き

か
へ
な
て
な
ん
た
ち
ま
う
て
き
つ
る
と

の
給
へ
は
翁
聞
て
う
ち
な
け
き
て
よ
め
る

　
　

く
れ
竹
の
世
ゝ
の
た
け
取
野
山
に
も

　
　

さ
や
は
わ
ひ
し
き
ふ
し
を
の
み
見
し

是
を
御
子
聞
て
こ
ゝ
ら
の
日
こ
ろ
【
16
オ
】

思
ひ
わ
ひ
侍
つ
る
心
は
け
ふ
な
ん
お
ち

ゐ
ぬ
る
と
の
給
て
返
し

　
　

わ
か
た
も
と
け
ふ
か
は
け
れ
は
わ
ひ
し
さ
の

　
　

ち
く
さ
の
か
す
も
わ
す
ら
れ
ぬ
へ
し

と
の
給
ふ
か
ゝ
る
ほ
と
に
男
と
も
六
人
つ

ら
ね
て
庭
に
出
き
た
り
一
人
の
お
と

こ
ふ
は
さ
み
に
文
を
は
さ
み
て
申
く

も
ん
つ
か
さ
の
た
く
み
あ
や
へ
の
う
ち
ま

ろ
申
さ
く
玉
の
木
を
つ
く
り
つ
か
う
ま

つ
り
し
こ
と
五
こ
く
を
た
ち
て
千
余
日

に
ち
か
ら
を
つ
く
し
た
る
㕝
す
く

な
か
ら
す
然
に
ろ
く
い
ま
た
給
は
ら
す

（18）119
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是
を
給
て
わ
ろ
き
け
こ
に
た
ま
は

せ
ん
と
い
ひ
て
さ
ゝ
け
た
る
【
16
ウ
】

図
絵
６　

 
車
持
皇
子
、
蓬
萊
の
玉
の
枝
を
提
出
し
、
鍛
冶
工
匠
、
禄
請
求

の
文
書
を
提
出
【
17
オ
】

竹
取
の
翁
こ
の
た
く
み
ら
か
申
㕝
は

な
に
㕝
そ
と
か
た
ふ
き
を
り
御
子
は

わ
れ
に
も
あ
ら
ぬ
け
し
き
に
て
き
も

き
え
ゐ
給
へ
り
こ
れ
を
か
く
や
姫
聞

て
此
奉
る
文
を
と
れ
と
い
ひ
て
み
れ

は
文
に
申
け
る
や
う
御
子
の
君
千
日
い

や
し
き
た
く
み
ら
と
も
ろ
と
も
に
お
な

し
所
に
か
く
れ
居
給
て
か
し
こ
き
玉

の
枝
を
つ
く
ら
せ
給
て
つ
か
さ
も
給

は
ん
と
お
ほ
せ
給
ひ
き
是
を
こ
の
比

あ
ん
す
る
に
御
つ
か
ひ
と
お
は
し
ま
す

へ
き
か
く
や
姫
の
え
ら
し
給
ふ
へ
き
也

け
り
と
承
て
此
み
や
よ
り
給
は
ら
ん
と

申
て
た
ま
は
る
へ
き
な
り
と
い
ふ
を
聞

て
か
く
や
姫
く
る
ゝ
ま
ゝ
に
思
ひ
わ
ひ
【
17
ウ
】

つ
る
心
地
わ
ら
ひ
さ
か
へ
て
お
き
な
を
よ

ひ
と
り
て
い
ふ
や
う
誠
ほ
う
ら
い
の
木

か
と
こ
そ
思
ひ
つ
れ
か
く
あ
さ
ま
し
き
そ

ら
こ
と
に
て
あ
り
け
れ
は
は
や
か
へ
し

給
へ
と
い
へ
は
翁
こ
た
ふ
さ
た
か
に
つ
く
ら

せ
た
る
物
と
聞
つ
れ
は
か
へ
さ
ん
㕝
い
と

や
す
し
と
う
な
つ
き
を
り
か
く
や
姫
の

心
ゆ
き
は
て
ゝ
あ
り
つ
る
哥
の
か
へ
し

　
　

ま
こ
と
か
と
き
ゝ
て
み
つ
れ
は
こ
と
の
は
を

　
　

か
さ
れ
る
玉
の
え
た
に
そ
有
け
る

と
い
ひ
て
玉
の
え
た
も
か
へ
し
つ

竹
と
り
の
翁
さ
は
か
り
か
さ
ら
ひ
つ
る
か
さ

す
か
に
お
ほ
え
て
ね
ふ
り
を
り
御
子
は

た
つ
も
は
し
た
ゐ
る
も
は
し
た
に
て

ゐ
給
へ
り
日
の
く
れ
ぬ
れ
は
す
へ
り
出
【
18
オ
】

給
ひ
ぬ
か
の
う
れ
へ
せ
し
た
く
み
を
は

か
く
や
姫
よ
ひ
す
へ
て
う
れ
し
き
人

共
な
り
と
云
て
ろ
く
い
と
お
ほ
く
と

ら
せ
給
ふ
た
く
み
ら
い
み
し
く
よ
ろ

こ
ひ
て
思
ひ
つ
る
や
う
に
も
あ
る
か
な
と

云
て
帰
る
道
に
て
く
ら
も
ち
の
御

子
ち
の
な
か
る
ゝ
ま
て
ち
や
う
せ
さ

せ
給
ふ
ろ
く
得
し
か
ひ
も
な
く
み
な

118（19）
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と
り
す
て
さ
せ
給
て
け
れ
は
に
け

う
せ
に
け
り
か
く
て
此
御
子
は
一
し
や
う

の
は
ち
こ
れ
に
過
る
は
あ
ら
し
女
を

え
す
成
ぬ
る
の
み
に
あ
ら
す
天
下

の
人
の
み
思
は
ん
事
の
は
つ
か
し
き

㕝
と
の
給
て
た
ゝ
一
所
ふ
か
き
山
へ

入
給
ひ
ぬ
み
や
つ
か
さ
さ
ふ
ら
ふ
人
／
＼
【
18
ウ
】

み
な
て
を
わ
か
ち
て
も
と
め
奉
れ
と
も

御
し
に
も
や
し
給
ひ
け
ん
え
見
つ
け

奉
ら
す
成
ぬ
御
子
の
御
と
も
に
か
く

し
給
は
ん
と
て
年
こ
ろ
見
え
給
は
さ

り
け
る
也
こ
れ
を
な
ん
玉
さ
か
な
る
と
は

い
ひ
は
し
め
け
る
【
19
オ
】

図
絵
７　

車
持
皇
子
恥
じ
て
、
独
り
深
山
に
入
る
【
19
ウ
】

左
大
臣
あ
へ
の
み
む
ら
し
は
た
か
ら
ゆ

た
か
に
家
ひ
ろ
き
人
に
て
お
は
し
け
る

そ
の
と
し
来
り
け
る
も
ろ
こ
し
舟
の

わ
う
け
い
と
云
人
の
も
と
に
文
を
書

て
火
ね
す
み
の
か
は
と
い
ふ
な
る
も
の

か
ひ
て
お
こ
せ
よ
と
て
つ
か
う
ま
つ
る

人
の
中
に
心
た
し
か
な
る
を
え
ら
ひ
て

小
野
の
ふ
さ
も
り
と
い
ふ
人
を
つ
け

て
つ
か
は
す
も
て
い
た
り
て
彼
唐

に
を
る
わ
う
け
い
に
金
を
と
ら
す

わ
う
け
い
文
を
ひ
ろ
け
て
見
て

返
事
か
く
火
ね
す
み
の
か
わ
衣
此

国
に
な
き
物
な
り
音
に
は
き
け

共
い
ま
た
見
ぬ
物
な
り
世
に
あ
る
物

な
ら
は
此
国
に
も
も
て
ま
う
て
き
な
ま
【
20
オ
】

し
い
と
か
た
き
あ
き
な
ひ
也
然
共
も
し

天
竺
に
た
ま
さ
か
に
も
て
わ
た
り
な
は

も
し
長
者
の
あ
た
り
に
と
ふ
ら
ひ
も
と

め
ん
に
な
き
物
な
ら
は
使
に
そ
へ
て
金

を
は
か
へ
し
奉
ら
ん
と
い
へ
り
彼
も
ろ

こ
し
舟
き
け
り
小
野
の
ふ
さ
も
り

ま
う
て
き
て
ま
う
の
ほ
る
と
い
ふ
㕝
を

聞
て
あ
ゆ
み
と
う
す
る
馬
を
も
ち
て

は
し
ら
せ
む
か
へ
さ
せ
給
ふ
と
き
に

馬
に
の
り
て
つ
く
し
よ
り
た
ゝ
七
日

に
ま
う
て
き
た
る
ふ
み
を
見
る
に
い

は
く
火
ね
す
み
の
か
は
き
ぬ
か
ら
う

し
て
人
を
い
た
し
て
も
と
て
奉
る

（20）117
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今
の
世
に
も
む
か
し
の
世
に
も
此
か
は

は
た
や
す
く
な
き
物
也
け
り
む
か
し
【
20
ウ
】

か
し
こ
き
天
竺
の
ひ
し
り
此
国
に

も
て
わ
た
り
て
侍
け
る
に
し
の
山

寺
に
あ
り
と
き
ゝ
お
よ
ひ
て
お
ほ

や
け
に
申
て
か
ら
う
し
て
か
ひ
と
り

て
奉
る
あ
た
い
の
金
す
く
な
し
と

こ
く
し
使
に
申
し
か
は
わ
う
け
い
か

物
く
は
へ
て
か
ひ
た
り
い
ま
金
五
十
両

給
は
る
へ
し
船
の
帰
ら
ん
に
つ
け
て
た
ひ

を
く
れ
も
し
か
ね
給
は
ぬ
物
な
ら
は
彼

衣
の
し
ち
か
へ
し
た
へ
と
い
へ
る
事

を
見
て
な
に
お
ほ
す
今
か
ね
少
に

こ
そ
あ
な
れ
う
れ
し
く
し
て
お
こ
せ

た
る
哉
と
て
も
ろ
こ
し
の
か
た
に
む

か
ひ
て
ふ
し
お
か
み
給
ふ
此
か
は
き
ぬ

い
れ
た
る
箱
を
見
れ
は
く
さ
／
＼
の
【
21
オ
】

う
る
は
し
き
る
り
を
い
ろ
え
て
つ
く

れ
り
か
は
き
ぬ
を
こ
れ
は
こ
ん
し
や
う
の

色
也
け
の
す
ゑ
に
は
金
の
光
し
さ
ゝ

や
き
た
り
宝
と
見
え
う
る
は
し
き
事

な
ら
ふ
へ
き
物
な
し
火
に
や
け
ぬ
事

よ
り
も
け
う
ら
な
る
事
か
き
り
な
し

う
へ
か
く
や
姫
こ
の
も
し
か
り
給
ふ
に
こ

そ
有
け
れ
と
の
給
ひ
て
あ
な
か
し

こ
と
て
は
こ
に
入
給
て
も
の
ゝ
枝

に
つ
け
て
御
身
の
け
さ
う
い
と
い
た
く

し
て
や
り
て
と
ま
り
な
ん
も
の
そ
と
お

ほ
し
て
哥
よ
み
く
は
へ
て
も
ち
て

い
ま
し
た
り
そ
の
う
た
は

　
　

か
き
り
な
き
思
ひ
に
や
け
ぬ
か
は
衣

　
　

た
も
と
か
わ
き
て
け
ふ
こ
そ
は
き
め
【
21
ウ
】

と
い
へ
り
家
の
門
に
も
て
い
た
り
て

立
り
た
け
と
り
出
き
て
取
い
れ
て
か
く

や
姫
に
見
す
か
く
や
姫
の
彼
衣
を
見

て
い
は
く
う
る
は
し
き
か
は
な
め
り
わ
き
て

誠
の
か
は
な
ら
ん
共
し
ら
す
竹
取
答
て

い
は
く
と
ま
れ
か
く
ま
れ
先
し
や
う
し

入
奉
ら
ん
世
中
に
見
え
ぬ
か
わ
衣
の
さ
ま

な
れ
は
是
を
と
思
ひ
給
ひ
ね
人
な
い

た
く
わ
ひ
さ
せ
給
奉
ら
せ
給
ひ
そ
と

い
ひ
て
よ
ひ
す
へ
た
て
ま
つ
れ
り
か
く

よ
ひ
す
ゑ
て
此
た
ひ
は
か
な
ら
す
あ

は
ん
と
女
の
心
に
も
思
ひ
お
り
此
お
き
な

116（21）
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は
か
く
や
姫
の
や
も
め
な
る
を
な
け
か

し
け
れ
は
よ
き
人
に
あ
は
せ
ん
と

思
ひ
は
か
れ
と
せ
ち
に
い
な
と
い
ふ
事
【
22
オ
】

な
れ
は
え
し
ひ
ね
は
こ
と
は
り
な
り
か
く

や
姫
翁
に
い
は
く
此
か
わ
き
ぬ
は
火
に

や
か
ん
に
や
け
す
は
こ
そ
誠
な
ら
め
と

思
ひ
て
人
の
い
ふ
事
に
も
ま
け
め
世
に

な
き
物
な
れ
は
そ
れ
を
ま
こ
と
ゝ
う
た

か
ひ
な
く
思
は
ん
と
の
給
ふ
猶
こ
れ
を
や

き
て
心
み
ん
と
云
翁
そ
れ
さ
も
い
は
れ

た
り
と
云
て
大
臣
に
か
く
な
ん
申
と
い
ふ

大
臣
こ
た
へ
て
云
此
か
は
ゝ
も
ろ
こ
し
に
も

な
か
り
け
る
を
か
ら
う
し
て
も
と
め
尋

え
た
る
な
り
何
の
う
た
か
ひ
あ
ら
ん
さ
は

申
共
は
や
や
き
て
見
給
へ
と
い
へ
は

ひ
の
中
に
う
ち
く
へ
て
や
か
せ
給
に
め
ら

／
＼
と
や
け
ぬ
さ
れ
は
こ
そ
こ
と
物
の
か
は

な
り
け
り
と
云
大
臣
こ
れ
を
見
給
て
【
22
ウ
】

か
ほ
は
草
の
葉
の
色
に
て
ゐ
給
へ
り

か
く
や
姫
は
あ
な
う
れ
し
と
よ
ろ
こ
ひ

て
ゐ
た
り
か
の
よ
み
給
ひ
け
る
哥
の

返
し
は
こ
に
入
て
か
へ
す

　
　

な
こ
り
な
く
も
ゆ
と
し
り
せ
は
か
は
衣

　
　

思
ひ
の
ほ
か
に
を
き
て
み
ま
し
を

と
そ
有
け
る
さ
れ
は
帰
り
い
ま
し
に
け

り
世
の
人
／
＼
あ
へ
の
大
臣
火
ね
す
み
の

か
わ
衣
も
て
い
ま
し
て
か
く
や
姫
に
す
み

給
ふ
と
な
こ
ゝ
に
や
い
ま
す
な
と
と
ふ
有

人
の
い
は
く
か
わ
は
火
に
く
へ
て
や
き

た
り
し
か
は
め
ら
／
＼
と
や
け
に
し
か
は

か
く
や
姫
あ
ひ
給
は
す
と
い
ひ
（
ふ
）
け
れ
は

是
を
聞
て
そ
と
け
な
き
物
を
は

あ
え
な
し
と
い
ひ
け
る
【
23
オ
】

図
絵
８　

阿
部
御
主
人
、
火
鼠
の
皮
衣
を
提
出
【
23
ウ
】

大
伴
の
み
ゆ
き
の
大
納
言
は
我
家
に

あ
り
と
あ
る
人
あ
つ
め
て
の
給
は
く
龍

の
く
ひ
に
五
色
の
光
あ
る
玉
あ
な
り

そ
れ
を
と
り
て
奉
た
ら
ん
人
に
は
ね

か
は
ん
㕝
を
か
な
え
ん
と
の
給
ふ
お
の
こ

共
仰
の
㕝
を
う
け
給
て
申
さ
く
仰

の
㕝
は
い
と
も
た
う
と
し
た
ゝ
し
此

玉
た
は
や
す
く
え
と
ら
し
を
い
は
ん
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や
龍
の
く
ひ
の
玉
は
い
か
ゝ
と
ら
ん
と
申

あ
え
り
大
納
言
の
給
ふ
て
ん
の
つ
か
ひ

と
い
は
ん
も
の
は
命
を
す
て
ゝ
も
お

の
か
君
の
仰
こ
と
を
は
か
な
へ
ん
と
こ

そ
思
ふ
へ
け
れ
此
国
に
な
き
天
ち
く

も
ろ
こ
し
の
物
に
も
あ
ら
す
此
国

の
海
山
よ
（
に
）
り
た
つ
は
を
り
の
ほ
る
物
【
24
オ
】

な
り
い
か
に
思
ひ
て
か
な
ん
ち
ら
か
た
き

物
と
申
へ
き
お
の
こ
共
申
や
う
さ
ら
は

い
か
ゝ
は
せ
ん
か
た
き
物
な
り
と
も
仰

こ
と
に
し
た
か
ひ
て
も
と
め
に
ま
か

ら
ん
と
申
に
大
納
言
み
わ
ら
ひ
て

な
ん
ち
ら
か
君
の
使
と
名
を
な
か
し

つ
君
の
お
ほ
せ
㕝
を
は
い
か
ゝ
は
そ
む

く
へ
き
と
の
給
ひ
て
た
つ
の
く
ひ
の

玉
と
り
に
と
て
出
し
立
給
ふ
此
人
々

の
道
の
か
て
く
ひ
物
に
殿
の
内
の
き
ぬ

わ
た
せ
に
な
と
あ
る
か
き
り
取
出
し
て

そ
へ
て
つ
か
は
す
此
人
／
＼
共
帰
ま
て
い
も

ゐ
を
し
て
わ
れ
は
を
ら
ん
此
玉
と
り

え
て
は
家
に
か
へ
り
く
な
と
の
給
は
せ

け
り
を
の
／
＼
仰
う
け
給
て
ま
か
り
【
24
ウ
】

ぬ
龍
の
く
ひ
の
玉
取
え
す
は
帰
く
な
と
の

給
へ
は
い
つ
ち
も
／
＼
足
の
む
き
た
ら
ん
か
た
へ

い
な
ん
す
か
ゝ
る
す
き
㕝
を
し
給
㕝
と
そ

し
り
あ
へ
り
給
は
せ
た
る
物
各
分
つ
ゝ
と
る

或
は
を
の
か
家
に
こ
も
り
ゐ
或
は
を
の
か

ゆ
か
ま
ほ
し
き
所
へ
い
ぬ
お
や
君
と
申
共

か
く
つ
き
な
き
㕝
を
仰
給
事
と
こ
と

ゆ
か
ぬ
物
ゆ
へ
大
納
言
を
そ
し
り
あ
ひ
た

り
か
く
や
姫
す
へ
ん
に
は
れ
い
や
う
に
は
見

に
く
し
と
の
給
て
う
る
は
し
き
屋
を
つ

く
り
給
て
う
る
し
を
ぬ
り
ま
き
ゑ
し

て
か
へ
し
給
て
屋
の
上
に
は
糸
を
そ

め
て
い
ろ
／
＼
ふ
か
せ
て
う
ち
／
＼
の
し
つ

ら
い
に
は
い
ふ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
あ
や
を
り

物
に
ゑ
を
か
き
て
ま
こ
と
は
り
た
り
【
25
オ
】

図
絵
９　

大
伴
御
行
、
か
ぐ
や
姫
の
た
め
に
室
内
を
豪
華
に
飾
る
【
25
ウ
】

も
と
の
め
と
も
は
か
く
や
姫
を
か
な
ら
す
あ

は
ん
ま
う
け
し
て
ひ
と
り
あ
か
し
く
ら

し
給
ふ
つ
か
は
し
ゝ
人
は
よ
る
ひ
る
ま
ち

給
ふ
に
と
し
こ
ゆ
る
ま
て
音
も
せ
す
心
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も
と
な
か
り
て
い
と
忍
ひ
て
た
ゝ
と
ね
り

二
人
め
し
つ
き
と
し
て
や
つ
れ
給
て
難

波
の
邊󠄏
に
お
は
し
ま
し
て
と
ひ
給
ふ
事

は
大
伴
の
大
納
言
の
人
や
舟
に
の
り
て

龍
こ
ろ
し
て
そ
か
く
ひ
の
玉
を
と
れ
る

と
や
聞
と
と
は
す
る
に
舟
人
こ
た
へ
て
云

あ
や
し
き
㕝
か
な
と
わ
ら
ひ
て
さ
る
わ

さ
す
る
舟
も
な
し
と
答
る
に
を
ち
な

き
㕝
す
る
舟
人
に
も
あ
る
か
な
え
し

ら
て
か
く
い
ふ
と
お
ほ
し
て
わ
か
弓
の

力
は
た
つ
あ
ら
は
ふ
と
い
こ
ろ
し
て
く
ひ
【
26
オ
】

の
玉
は
と
り
て
ん
を
そ
く
く
る
や
つ
は
ら

を
ま
た
し
と
の
給
て
舟
に
の
り
て
海

こ
と
に
あ
り
き
給
ふ
に
い
と
と
を
く
て
つ
く

し
の
方
の
う
み
に
こ
き
出
給
ひ
ぬ
い
か
ゝ

し
け
ん
は
や
き
風
ふ
き
て
世
界
く
ら

か
り
て
舟
を
ふ
き
も
て
あ
り
く
い
つ

れ
の
方
と
も
し
ら
す
舟
を
海
中
に

ま
か
り
入
ぬ
へ
く
ふ
き
ま
は
し
て
波
は

ふ
ね
に
う
ち
か
け
つ
ゝ
ま
き
入
神
は
落

か
ゝ
る
や
う
に
ひ
ら
め
き
か
ゝ
る
に
大
納
言

は
ま
と
ひ
て
ま
た
か
ゝ
る
わ
ひ
し
き
め

見
す
い
か
な
ら
ん
と
す
る
そ
と
の
給
ふ
か
ち

と
り
こ
た
へ
て
申
こ
ゝ
ら
舟
に
の
り
て

ま
か
り
あ
り
く
に
ま
た
か
ゝ
る
わ
ひ
し

き
め
を
み
す
み
ふ
ね
海
の
そ
こ
に
【
26
ウ
】

い
ら
す
は
か
み
お
ち
か
ゝ
り
ぬ
へ
し
若

さ
い
は
い
に
神
の
た
す
け
あ
ら
は
南
海

に
ふ
か
れ
お
は
し
ぬ
へ
し
う
た
て
あ
る

ぬ
し
の
み
も
と
に
つ
か
う
ま
つ
り
て

す
ゝ
ろ
な
る
し
に
を
す
へ
か
め
る
とか

な

と
か
ち
と
り
な
く
大
納
言
是
を
聞
て

の
給
は
く
舟
に
の
り
て
は
か
ち
と
り

の
申
㕝
を
こ
そ
た
か
き
山
と
た
の
め

な
と
か
く
た
の
も
し
け
な
く
申
そ
と

あ
を
へ
と
を
つ
き
て
の
給
ふ
か
ち
取

こ
た
へ
て
申
神
な
ら
ね
は
な
に
わ
さ

を
か
つ
か
う
ま
つ
ら
ん
風
ふ
き
波
は

け
し
け
れ
共
か
み
さ
へ
い
た
ゝ
き
に

落
か
ゝ
る
や
う
な
る
は
龍
を
こ
ろ
さ

ん
と
も
と
め
給
候
へ
は
あ
る
な
り
は
や
【
27
オ
】

て
も
り
う
の
ふ
か
す
る
也
は
や
か
み
に
い

の
り
給
へ
と
い
ふ
よ
き
㕝
な
り
と
て

か
ち
と
り
の
御
神
き
こ
し
め
せ
を
と
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な
く
心
お
さ
な
く
た
つ
を
こ
ろ
さ
ん
と

思
ひ
け
り
今
よ
り
後
は
け
の
一
す
ち

を
た
に
う
こ
か
し
奉
ら
し
と
よ
こ
と
を

は
な
ち
て
た
ち
ゐ
な
く
／
＼
よ
は

ひ
給
ふ
事
千
度
は
か
り
申
給
ふ
【
27
ウ
】

図
絵
10　

大
伴
御
行
、
寿よ

詞ご
と

を
は
な
つ
【
28
オ
】

け
に
や
あ
ら
ん
や
う
／
＼
か
み
な
り
や
み

ぬ
少
ひ
か
り
て
風
は
猶󠄁
は
や
く
吹
か
ち

と
り
の
い
は
く
是
は
た
つ
の
し
わ
さ
に

こ
そ
有
け
れ
此
吹
風
は
よ
き
方
の
風

な
り
あ
し
き
か
た
の
か
せ
に
は
あ
ら
す

能
方
に
お
も
む
き
て
ふ
く
な
り
と
い
へ

共
大
納
言
は
是
を
き
ゝ
入
給
は
す
三
四

日
ふ
き
て
吹
か
へ
し
よ
せ
た
り
濱
を

み
れ
は
は
り
ま
の
あ
か
し
の
は
ま
な
り
け

り
大
納
言
な
ん
か
い
の
は
ま
に
吹
よ
せ

ら
れ
た
る
に
や
あ
ら
ん
と
思
て
い
き

つ
き
ふ
し
給
へ
り
舟
に
あ
る
お
の
こ
共

国
に
つ
け
た
れ
共
国
の
つ
か
さ
ま
う
て

と
ふ
ら
ふ
に
も
え
お
き
あ
か
り
給
は
て

舟
そ
こ
に
ふ
し
給
へ
り
松
原
に
御
【
28
ウ
】

む
し
ろ
し
き
て
お
ろ
し
奉
る
そ
の

時
に
そ
南
海
に
あ
ら
さ
り
け
り
と
思
ひ

て
か
ら
う
し
て
お
き
あ
か
り
給
へ
る
を

見
れ
は
風
い
と
お
も
き
人
に
て
は
ら

い
と
ふ
く
れ
こ
な
た
か
な
た
の
目
に
は

す
も
ゝ
を
二
つ
け
た
る
や
う
な
（
に
）
り
是

を
見
奉
り
て
そ
国
の
つ
か
さ
も
ほ
う

ゑ
み
た
る
国
に
仰
給
て
た
こ
し

つ
く
ら
せ
給
て
に
よ
う
／
＼
に
な
は
れ

て
家
に
入
給
ひ
ぬ
る
を
い
か
て
か
き
ゝ

け
ん
つ
か
は
し
ゝ
お
の
こ
共
ま
い
り
て

申
や
う
龍
の
く
ひ
の
玉
を
え
と
ら

さ
り
し
か
は
な
ん
殿
へ
も
え
ま
い
ら
さ
り

し
玉
の
と
り
か
た
か
り
し
事
を
し

り
給
へ
れ
は
な
ん
か
ん
た
う
あ
ら
し
と
て
【
29
オ
】

参
つ
る
と
申
大
納
言
お
き
ゐ
て
の
給

は
く
な
ん
ち
ら
よ
く
も
て
こ
す
成
ぬ

た
つ
は
な
る
か
み
の
る
い
に
こ
そ
有
け
れ

そ
れ
か
玉
を
と
ら
ん
と
て
そ
こ
ら
の

人
／
＼
の
か
い
せ
ら
れ
ん
と
し
け
り

ま
し
て
た
つ
を
と
ら
へ
た
ら
ま
し
か
は
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又
こ
と
も
な
く
我
は
か
い
せ
ら
れ
な
ま

し
よ
く
と
ら
へ
す
成
に
け
り
か
く
や
姫

て
ふ
お
ほ
ぬ
す
人
の
や
つ
か
人
を
こ
ろ

さ
ん
と
す
る
也
け
り
家
の
あ
た
り
た
に

今
は
と
を
ら
し
お
の
こ
共
も
な
あ
り

き
そ
と
て
家
に
少
残
た
り
け
る
物
共

は
た
つ
の
玉
を
と
ら
ぬ
も
の
共
に
た
ひ
つ

こ
れ
を
聞
て
は
な
れ
給
し
も
と
の
上

は
は
ら
を
き
り
て
わ
ら
ひ
給
ふ
【
29
ウ
】

糸
を
ふ
か
せ
作
り
し
や
は
と
ひ
か
ら

す
の
巣
に
皆
く
ひ
も
て
い
に
け
り

世
界
の
人
の
い
ひ
け
る
は
大
伴
の
大

納
言
は
龍
の
く
ひ
の
玉
や
と
り
て

お
は
し
た
る
い
な
さ
も
あ
ら
す
み
ま

な
こ
二
に
す
も
ゝ
の
や
う
な
る
た
ま

を
そ
そ
へ
て
い
ま
し
た
る
と
云
け
れ

は
あ
な
た
へ
か
た
と
云
け
る
よ
り
そ

世
に
あ
は
ぬ
こ
と
を
は
あ
な
た
へ
か
た

と
は
い
ひ
は
し
め
け
る
【
30
オ
】

図
絵
11　

 

大
伴
御
行
、
龍
の
頸
の
玉
を
取
ら
ず
に
帰
参
し
た
家
臣
に
、
残
る

物
品
を
付
与
【
30
ウ
】

［
附
記
］

一　

 

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
及
び
掲
載
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
九
州
産
業
大
学
図

書
館
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
　�

本
稿
は
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
21
期
研
究
会
第
６
研
究
「
近

世
か
ら
近
代
に
至
る
日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
と
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
教
材
へ
の
活
用
」（
二
〇
二
二
～
二
〇
二
四
年
度
）
に
お
け
る
研

究
成
果
の
一
部
で
す
。
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